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　　　　　　　第2回福生市議会定例会会議録（第10号）

平成19年6月8日福生市議会議場に第2回福生市議会定例会が開催された。

出席議員は次のとおりである。

1番清水義朋君2番
4番　乙津豊彦君5番

7番加藤育男君8番
10番　　増田　俊一君　　11番

13番　羽場　茂君14番

16番　高橋章夫君17番

19番　田村正秋君20番
欠席議員は次のとおりである。

な　　し

欠員は次のとおりである。

な　　し

末次　和夫君　　3　番　　杉山

堀雄一朗君6番　原田
串田　金八君　9　番　　田村

奥富　喜一君　12番　　阿南

青海　俊伯君　15番　　大野

原島　貞夫君　18番　　大野

小野沢　久君

出席説明員は次のとおりである。

市　長野澤久人君副市長高橋

　　　　　　　　　　　　企画財政
教育長宮城眞一君　　　　　　　　　　　　　　　　　野崎　　　　　　　　　　　　部　　長

総務部　　　　　田中　益雄君　市民部長石川参　　事

　　　　　　　　　　　　子ども家福祉部長　星野恭一郎君　　　　　　　　　　　　　　　　　町田　　　　　　　　　　　　庭部長

教育次長宮田　　満君　参　　事川越

監査委員
　　　　伊藤　章一君事務局長

議会事務局職員は次のとおりである。

議会事務　　　　　　　　　　　　議会事務
　　　　吉野　榮喜君　　　　　　　　　　　　　　　　藤田局　　長　　　　　　　　　　　　次　　長

肇鋸鑛杉田愛子君
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保雄君

隆晴君

　弘君

正春君

孝洋君

充君

収入役

総務部長

生活環境
部　　長

都市建設
部　　長

選挙管理

委員会
事務局長

行男君

　剛君

昌巳君

育子君

　聰君

悦子君

並木　　茂君

田辺　恒久君

吉沢　英治君

清水喜久夫君

榎戸　　宏君

次長補佐
　兼　　大内　博之君
議事係長



1　本日の議事日程は次のとおりである。

平成19年第2回福生市議会定例会議事日程（4日目）

　　　　　　　　　　　　開議日時　　6月8日（金）午前10時

日程第1

日程第2

日程第3

日程第4

日程第5

日程第6

日程第7

日程第8

日程第9

日程第10

日程第11

日程第12

日程第13

日程第14

日程第15

日程第16

日程第17

日程第18

一般質問

報告第3号　専決処分の承認を求めることについて〔平成19年度福生市

　　　　　　国民健康保険特別会計補正予算（第1号）〕

議案第38号　福生市議会議員及び福生市長の選挙における選挙運動の公

　　　　　　費負担に関する条例の一部を改正する条例

議案第39号　福生市都市計画税条例の一部を改正する条例

議案第40号　福生市国民健康保険条例の一部を改正する条例

議案第41号　福生市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

議案第42号　福生市営住宅条例の一部を改正する条例

議案第43号　平成19年度福生市一般会計補正予算（第1号）

議案第44号　平成19年度福生市老人保健医療特別会計補正予算（第1号）

議案第45号　平成19年度福生市下水道事業会計補正予算（第1号）

議案第46号　昭島市の公の施設の設置に関する協議について

議案第47号　損害賠償額の決定について

議案第48号　福生市表彰条例に基づく自治功労表彰について

議案第49号　福生市表彰条例に基づく自治功労表彰について

議案第50号　福生市表彰条例に基づく自治功労表彰について

議案第51号　福生市表彰条例に基づく一般表彰について

議案第52号　福生市教育委員会委員の任命について

陳情第19－1号　　「駐留軍関係離職者等臨時措置法」の延長に関する陳情

　　　　　　　　書
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　　　　　　午前10時　開議

○議長（原島貞夫君）　ただいまから平成19年第2回福生市議会定例会4日目の会

議を開きます。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
○議長（原島貞夫君）　この際、報告事項がありますので、事務局長から諸般の報告

をいたさせます。

　　　　　（吉野議会事務局長報告）

　　　1　追加議案の送付について（議案第52号）（別添参照）

○議長（原島貞夫君）　以上で報告は終わりました。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
○議長（原島貞夫君）　本日の議事運営については、議会運営委員会において検討さ

れておりますので、委員長から報告を願います。

　　　　　　　　（議会運営委員長　大野聰君登壇）

○議会運営委員長（大野聰君）　おはようございます。御指名をいただきましたので、

昨日の本会議終了後に開催いたしました議会運営委員会の結果にっきまして御報告申

し上げます。

　本日の日程でございますが、新たに議案1件が提出されております。

　日程の順序につきましては、お手元に御配付のとおり昨日残りました一般質問を冒

頭にお願いいたしまして、そのほかの議案等にっきましては昨日と同じ順序で編成を

させていただきました。

　また、新たに提出されました議案につきましては、日程第17として編成をさせて

いただきました。

　それから、新たに提出されました議案の取り扱いでございますが、議案につきまし

ては慎重審議の上、即決でお願いすることにいたしました。

　以上のとおり議会運営委員会としては決定しておりますので、よろしくお願いいた

しまして報告とさせていただきます。

○議長（原島貞夫君）　ただいま委員長から報告されたとおり本日の議事を進めます

ので、よろしくお願いいたします。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
○議長（原島貞夫君）　これより日程に入ります。

　日程第1、3日目に引き続き一般質問を行います。

　まず、8番串田金八君。

　　　　　　　　（8番　串田金八君質問席着席）

08番（串田金八君）　おはようございます。それでは通告に基づきまして一般質問

をさせていただきます。

　私の質問は、合同水防演習についてと商店街活性化についての2項目質問いたしま

す。

　いよいよ6月に入り、熊牛町会のほたる祭が6月16日に開催されます。ほたる公
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園には連夜四、五十匹の蛍が飛び交うていて、夏の風物詩の色を添えていますので、

ぜひ御来場を心よりお待ちしております。

　ちょうどこの時期、梅雨の時期でもあります。梅雨を迎え、その先は台風シーズン

も控えております。水害や土砂崩れの報告が日本各地から聞こえてくる時期でもあり

ます。当福生市でも水害に対して耳を傾けるころかと思われますので、例年どおりこ

の質問から入りたいと思います。

　それでは、1項目目の合同水防訓練について3点質問いたします。

　1点目は、水防隊・救助隊の要請についてですが、先日、5月13日の日曜日に天

候にも恵まれ、東京消防庁第9消防本面本部と福生市、福生消防署と、福生・羽村・

瑞穂の各消防団と、南公園に近い各町会自治会の自主防災組織の協力で、福生市の南

公園で大規模な合同水防訓練が行われました。このことについて二、三お聞きしたい

ところがありますので質問いたします。

　各消防機関に出動要請するのにどのくらいの降水量と、多摩川の土手のどの当たり

に水位がきたら各方面に出動要請をするのかお尋ねします。

　2点目の水防工法についてですが、消防団が土のう工法の作業をしていましたが、

その労力と時間の効率に問題があるのではないかと思うのですが、砂袋や砂の備えは

してあるのかお尋ねします。

　3点目の福生市防災マップ、多摩川洪水ハザードマップについて質問いたします。

これは合同水防訓練とちょいと違いますが、水害、水防と関連していますので質問さ

せていただきます。

　福生市で行う各防災訓練のときには、各町会・自治会の自主防災組織に多大な協力

を得て各訓練が成り立っているのではないでしょうか。女性防災コンクール、8月の

終わりか9月の初めに行う福生市防災訓練、各町会・自治会の防災訓練などに自主防

災組織と消防団に多大な協力をしていただいて本当に助かっていることと思いますが、

その自主防災組織が福生市防災マップには記されていないので質問するわけですが、

実際の被害のときも自主防災組織の働きがなければ、福生市が災害対策本部を設置し

ても人命救助、火災の初期消化、非常食の配分、何をとっても自主防災組織に頼らな

ければ事が始まらないのではないでしょうか。その自主防災組織が防災マップに載っ

ていないので、自主防災組織の紹介と町会加入の促進ぐらいはぜひ記載してもらいた

いのですが、いかがなものでしょうか。

　次に、防災マップの中の多摩川洪水ハザードマップについてですが、大洪水で田園

地区が浸水したときの避難ポイントとして事細かに記載されていますが、避難勧告が

出され、避難するわけですが、体が不自由な方や、疲れて熟睡されている方や、酔フ

払って何もわからなくなっている方や、ヘッドホーンをつけて音楽に夢中になって避

難勧告に気付かず逃げ遅れた人の救助について記載されていないのですが、そのよう

な緊急事態のときの救助方法はどのようになっているのですか。

　次に、集中豪雨や大地震のときには土砂崩れがっきものです。幸い福生市には今の

ところ土砂崩れの被害は出ていないと思われますが、奥多摩街道沿いのはけを上から
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と下からと見てみると、地盤が緩んでいる箇所や、はけのすぐ下に家が建っていたり、

幾つか危険箇所がありますが、危険箇所の再点検と補強工事はどのようになっている

のかお尋ねします。

　次に、2項目目の商店街の活性化について3点質問いたします。

　1点目の福生市商工会のグランドデザインについての質問です。このグランドデザ

インを先日拝見させていただき、大変感動いたしました。中でも世界に広がるショー

ウインドウとして国際トレードセンターのイメージ図など今後の福生市が大きく変化、

躍進していく内容が満載のグランドデザインになっておりますが、このグランドデザ

インができる経緯などわかりました教えてください。

　また、その中に福生名物、名産品メニューが入っていたのでお聞きしますが、市民

からの募集で昨年産声を上げた名物、名産品ですが、現在までの活用状況と、今後再

募集は行うのかも教えてください。

　次に、2項目目の商店街に対する東京都の補助金についてお聞きします。福生市を

取り巻く市や町には大型店の進出ラッシュで度肝を抜く商法と、物珍しさも手伝って

どんどんそこへ人が集まっています。そのために福生の商店街は衰退への道を歩き始

めているのではないかと危惧されております。これは商店街だけの問題ではなくて、

福生市全体の大きな問題なのではないでしょうか。景気回復を一刻も早くやらないと

土地評価は下がり、税収も下がり、ましてや今問題の少子化にも大影響を及ぼす結果

になってしまいかねません。

　そこで、東京都には黒字財政を各市町村の商店街活性化に準備していると聞きまし

たので、福生市の活性化のために多いにその補助金を活用して、商店街の活性化に役

立ててもらいたいものです。

　そこでお聞きしますが、東京都の補助金にはどのようなメニューがあるのか、また

今までどのように活用されているのかお尋ねします。

　3点目は、七夕まつりのことしの目玉の質問です。祭り好きな市民にとってはこの

時期胸がわくわくしてくる時期でもあります。私もその祭り好きのi人です。七夕が

気になり、毎年質問をさせていただいていますが、これも福生の活性化と思っていた

だき、各部会の皆さんと市民が「よし、やるぞ！」と舞い上がるような御答弁を先に

お願いして質問に入りたいと思います。

　昨年の七夕は天候にも恵まれ、例年になく多くの来場者があり、大成功のうちに無

事に終わることができたと聞いておりますが、ことしの七夕にはどのような企画やア

イディアが組み込まれているのか教えてください。

　次に、七夕と観光協会のかかわりですが、市民の有志の方々で長い間検討を重ね、

輝かしく立ち上げた観光協会ですので、福生の観光事業に多いにかかわり、福生をア

ピールしていただきたいのですが、ことしの七夕にはどのような参加協力をしていた

だけるのかお聞かせください。

　これで1回目の質問を終わります。

　　　　　　　　（市長　野澤久人君登壇）
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○市長（野澤久人君）　おはようございます。それでは串田議員さんの質問にお答え

をしていきます。

　合同水防演習についての1点目、水防隊・救助隊の出動要請についてということで

ございます。福生市地域防災計画の中で示しているとおり、市は水防管理団体として

出水期の前には河川等の巡視を行い、水防上危険であると認められる箇所があるとき

は、その管理者に連絡して必要な措置を求めております。また、気象状況等により洪

水の恐れがあるときは、直ちに事態に即応した配備態勢をとるとともに、河川管理者、

西多摩建設事務所、消防機関と緊密な連絡のもとに河川等の監視警戒を行います。多

摩川が警戒水位に達し、水防警報により出動命令があったときなどは、直ちに関係機

関に連絡するとともに、福生消防署、福生市消防団に対し出動を要請いたします。各

方面隊の応援につきましては、福生消防署長より東京消防庁に要請をいたします。

　御質問の警戒水位につきましては、青梅市の調布橋付近に基準点がありまして、1

メートルが目安とのことです。降雨量については特に特別な目安はないようでござい

ます。

　次に、2点目の水防工法についてですが、市では現在、土のうの袋を2000袋ほ

ど備蓄しております。砂を詰めた土のうは、5月に行われました第九方面本部合同水

防演習で消防団等で準備したものがありますので、当面はこの土のうを備蓄していく

こととしております。また、福生消防署では砂を詰めた土のうを300袋ほど備蓄を

しております。

　次に、3点目の福生市防災マップ、多摩川洪水ハザードマップについてですが、自

主防災組織の皆様には普段から災害に備えた組織づくりや事業への御協力をいただい

て感謝を申し上げます。

　御質問のマップにおける自主防災組織の紹介の件ですけれども、高齢者や防災意識

の低い方にもわかりやすいようにイラストを入れて、文字を大きくいたしましたこと

や、避難等の防災情報を掲載しているため、自主防災組織につきましては自主防災倉

庫の位置の掲載だけにしております。

　また、救助方法を載せてない、説明がないのではないかというようなお話でござい

ますが、あくまでもこのマップは救助をされないで済むような避難情報等を載せたも

のですので、市民の皆様には、いざとなりましたら指示に従がいまして早期の避難を

心掛けていただきたいと思います。また、逃げ遅れた者をどうするかというようなお

話がございましたが、お互いに助け合っていただくこと、あるいは自主防災組織の皆

様の御努力といったこともありますし、先日もお話しました民生委員さんたちの御活

躍もいただかなくてはならないと思いますし、もちろん消防署、消防団、それから福

生市そのものがそういった人たちに対応していくと、こういうことになります。

　次に、土砂崩れの再点検と危険箇所の補強工事についてですが、東京都が平成11

年から14年にかけて実施した調査で、都内に急傾斜地法の対象になりえる急傾斜地

崩壊危険箇所が2792箇所ほど確認されております。このうち危険度の高いものか

ら順次区市町村長の意見を聞いて急傾斜地崩壊危険区域に指定し、必要な対策を行っ
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ております。

　福生市にはそのうち危険箇所として9箇所が確認されていますが、危険区域として

の指定はされておりません。多摩川洪水マップ・急傾斜地マップも9箇所の危険箇所

を掲載しており、田園地区のはけの部分が多く含まれていますが、直ちに危険である

という状況ではないと、平成14年度の東京都の調査結果で発表されております。し

かし、台風、大雨等により災害の危険が予想される場合には、警戒を強化するなど必

要な対策を行ってまいります。

　次に、商店街の活性化についてですが、福生市商工会では昨年7月から合計10回

の会議を重ね、ことし3月に今後の10年を見通した「福生市商工会グランドデザイ

ン」が策定されました。

　これは市民の生活水準の向上、ライフスタイルの変化、近隣での郊外型大型店の進

出など商業環境が大きく変化している現状をとらえ、福生市の地域の特色を生かし、

福生市商工会が地域総合経済団体として地域商工業の総合的改善発達をしていくため

の商工会基本計画として発表されたものでございます。

　その報告書の中に「多文化が共生する商業ストリートの街、国際トレードで新技術・

新産業を創生する街、グローバルな未来に希望の持てる暮らしの街」を目標に描かれ

ておりまして、商工会として地域の商工業者はもとより、広く地域社会の期待にこた

えようとする内容でありまして、市といたしましても地域経済の振興を考える一つの

方向として、これからの横田基地の変化ということに関連をしてまいりますが、注目

しているところでございます。

　次に、昨年商工会が行いました「名物名産コンテスト」で入賞した賞品PRにつき

ましては、商工会によって市内企業へのPR活動や、5月14日、15日には新宿駅

西口広場イベントコーナーで行われた東京物産逸品見本市にも出品し、多くの人にお

買い求めをいただき、その効果は大きかったと聞いております。

　また、市でも市内の施設へのポスターの掲示や、近隣の温浴施設などへのPR等に

協力をしております。なお、コンテストの再募集にっきましては、商工会としては考

えていないということでございます。

　2点目の東京都における商店街への振興支援として、「新・元気を出せ商店街事業」

がございます。これは商店街で行われるイベント事業や活性化事業に対しまして、商

店街と東京都と市の3者がそれぞれ負担しあい、商店街の活性化を進めようとするも

ので、市内の商店街でも昨年度実績では12件の事業に対し補助を受け、イベント等

の事業が実施されました。また、そのほかに特定施策推進型商店街事業や東京商店街

グランプリなどもあり、昨年度は福生商店街協同組合がこの特定施策推進型商店街事

業を使い、荷さばき所の新設事業を実施しております。

　市といたしましては、東京都の補助内容などを毎年商店街などへ説明を行っており

ますが、今後もこの補助金を活用し、市内の商店街振興を図ってまいりたいと考えて

おります。

　3点目の七夕まっりですが、ことしで第57回を迎える福生七夕まつりは8月2日
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の木曜日から5日の日曜日までの4日間行われますが、既に市民による模擬店部会、

イベント部会、飾り付け部会などが会合を重ねまして、楽しく活気にあふれた七夕に

するための企画を練っていただいておりまして、イベント部会では新たなパレードも

企画しているようでございます。

　また、参加団体の一つであります観光協会では、昨年に引き続き子どもたちにも福

生の七夕の思い出をつくってもらう「七夕まつりの絵画コンテスト」を予定しており

ますが、さらに8月4日、5日の土・日には第一小学校前の新奥多摩街道で列車型の

遊具の運行を企画しているとのことでございます。

　市内のさまざまな団体や機関、多くの市民の参加によりましてことしの七夕まつり

が盛大に行われ、商店街振興と市民の連帯感、充実感につながり、市内の方々が福生

市のすばらしさを発見していただけるような、そんな七夕にしていければと、そんな

期待を持っております。

　以上で串田議員さんの御質問に対する答弁とさせていただきます。

08番（串田金八君）　市長の答弁ありがとうございました。それでは再質問に入り

ます。

　水防演習の1点目の出動要請については、これはわかりました。

　浸水など災害時の対応で、市内の通路や公園など、土木業者や造園業者にお願いす

ることと思いますが、その業者に依頼する体制は取れているのかお尋ねします。

　なぜこの体制のことを聞くのかというと、2点目の土のうの配備で、人力で砂を袋

詰めし、それを人力で運搬することの効率の悪さを、大型建設機械のシャベルカーや

パワーシャベルで作業をすれば、人間の何百倍もの作業をいとも簡単にやってしまい

ます。消防団には人命救助とかパワーシャベルなどの誘導をしてもらえる体制づくり

をしてもらいたいのですが、いかがなものでしょうか。’

　1点目と2点目は関連のある質問なので、次の3点目のハザードマップについて再

質問します。浸水で取り残された人の救助ですが、避難第一が市民も大事なことは十

分わかっていると思います。もしものときのことはだれにもわからないので、準備し

ておきたいものでございます。何回もお聞きするようですが、浸水で取り残された人

の救助についてお聞かせください。

　次に、2項目目の商店街活性化についての再質問をします。

　2点目の商店街に対する東京都の補助金についてですが、商店街の方とお話をして

みますと、ちょっと一休みのできる丸太の長いすやパラソルが欲しいとか・空き地を

利用して各所に簡単な東屋をつくり、足湯温泉など設置し、福生の名物にしたらなど

豊かなさまざまな発想を持っておられます。1000メートルも掘れば温泉は出るら

しいとも言っておりました。

　市長答弁で、毎年商店街などへ説明に行っておりますとありますが、年に何回くら

い商店街へ説明に行っているのですか。できれば月例会ぐらいはやってほしいのです

が、そこのところをお聞かせください。

　次に、3点目のことしの七夕の目玉についてですが、各部会の方がそれぞれ試行錯
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誤を繰り返して頑張っておられる様子がよくわかりました。何と言っても七夕は飾り

付けです。来た人に感動を与える飾り付けにしたいものです。

　「市民でつくる七夕まっり」と題して毎年各商店やボランティアの方にお願いして

いるようですが、七夕を盛り上げる工夫などありましたらお聞かせください。

　以上で再質問を終わります。よろしくお願いします。

○総務部長（田辺恒久君）　串田議員さんの再質問にお答えいたします。

　1点目の浸水などの災害時には、業者にお願いすることが非常に多いわけですが、

業者等へ依頼する体制にっきましては、市と単価契約をしております土木関係の業者

に依頼して対応するようになっております。

　それと、2点目の消防団に人命救助と重機の誘導などについては、消防団といたし

ましては、水防災害や住民の避難誘導を実施していく中で、消防団が可能な人命救助、

重機の誘導などの対応をしていくことになります。

　3点目の浸水で取り残された人の救助につきましては、取り残されないようにいろ

いろ消防団にお願いして、そういうことのないようしていきたいと考えていますが、

救助につきましては早急に高いところへ避難していただくことが重要だと考えており

ます。

　運悪く状況が悪化して取り残された場合については、福生消防署にあるゴムボート

や、東京消防庁のヘリコプターなどによる救助方法が考えられるところでございます。

　以上、答弁とさせていただきます。

○生活環境部長（吉沢英治君）　それでは、商店街への説明の関係でございますが、

例年商店街振興にかかわります東京都の補助金申請の時期にあわせまして、その内容

等につきまして説明会を設けております。また、個別には各商店街組合等からの要請

によりまして対応いたしております。

　御指摘をいただきました説明会をふやすことにつきましては、各商店街組合等の情

報交換も兼ねるといった点からも必要と思いますので、今後商工会とも相談をさせて

いただきたいというふうに思っております。

　次に、飾り付けの充実、工夫はどのようなものがあるかでございますが、七夕飾り

がより一層華やかになるよう、現在ポランテイアの募集をしておりまして、これは広

報紙でのお知らせを初め町会長協議会へ飾り付け部会の担当者の方が出席をいたしま

してお願いをするなどの依頼をいたしております。

　お集まりいただきましたボランティアさんによりまして、くす玉づくりを初め趣向

を凝らした飾りを作成していただきまして、西口駅前通り、あるいは銀座通り等に飾

り、充実に向けた取り組みをしていく、こんなことで現在進んでいるところでござい

ます。

　以上、答弁とさせていただきます。

08番（串田金八君）　再質問の答弁ありがとうございました。これから要望いたし

ます。

　1項目目の防災の1点目、2点目ですが、年に何回かのさまざまな訓練を至るとこ
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ろでやっております。21世紀に入り、市民が少なからず持っている危機感を減らし、

安心の手助けなどできるような訓練を、少しずつでもいいので見せてあげたらいいの

ではないでしょうか。内容によりもっと訓練に参加する人がふえるのではないでしょ

うか。

　竹やりでB2．　9に立ち向かっている訓練をするのではなく、確かに初期消火の三角

バケツの訓練も大事ですが、火災ロボットなどの働きぶりを市民に見ていただき、関

心を持っていただけたら、訓練の見方もまた変ってくるのではないでしょうか。

　先日の環境フェスティバルでは、電気自動車の試乗をしておりました。その前の年

には2億円もする燃料電池自動車の展示もしておりました。毎年環境フェスティバル

には目を真ん丸にして喜ぶ市民の顔を見ることができ、担当課は胸をなで下ろしたこ

とだと思います。

　そこで、非常食についてお話します。非常食一っをとっても乾パン、五目ごはんも

いいのですが、非常食セットのメニューの中にハンバーガーやコーンスープや、食前

酒のミニワインなど、災害で神経が高ぶって一睡もできない被害者の心が安らぐアイ

ディアなど担当課が考え、その時代のニーズに合わせ、被害者の気持ちを十分取り入

れた今後の防災会議の中に21世紀の防災訓練についての議題を取り入れ、検討する

よう要望いたします。

　3点目の洪水ハザードマップについてですが、ボランティアで訓練に参加、協力し

てくださっている自主防災組織や消防団の皆さんに感謝し、地域の大切さを肝に命じ

た行動をしていただきたいと要望し、浸水で取り残された市民の人命救助をいち早く

するために、消防署の救命ポートを待つのではなく、福生市独自の救命ポートで大切

な市民の命を救ってあげたいものです。

　そのような思いから、田園地区に救命ボートの配備のお願いをしたいのですが、い

かがなものでしょうか。ボートは後ろ向きにこぎますが、市は前向きにこぎ出すよう

切にお願いを申し上げて要望といたします。

　次に、2項目目の商店街活性化について要望いたします。

　1点目の商工会グランドデザインの要望ですが、今議会の初日に、軍民共用化の市

長の答弁の中で、11月ごろまでには防衛省から何らかの回答があると言われており

ましたが、このグランドデザインは軍民共用を想定したデザインに受け取れますが、

11月の回答次第で福生市がどのようになっていくのか期待したいと思います。その

ときにはこのグランドデザインを多いに活用し、すばらしい福生市の構築を市長にお

願いして要望といたします。

　2番目の東京都の補助金の活用ですが、これは最大限に利用し、福生市に集客があ

ふれるほどの企画やアイディアを商店街に期待するとともに、行政の力強いバックア

ップを要望いたします。

　3番目の七夕のことしの目玉についてですが、部長の答弁では大分各方面に協力要

請の努力をしておられる様子です。ことしの七夕が一味違った盛り上がりになること

と期待いたします。
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　また、先日の飾り付けボランティアと学生イベントスタッフ募集の回覧も拝見いた

しました。たくさんのボランティアさんが集まることを願っております。

　最後になりますが、観光協会と市民と行政が一体となって七夕を盛り上げることを

要望して、私の一般質問を終わりにします。ありがとうございました。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
○議長（原島貞夫君）　次に、11番奥富喜一君。

　　　　　　　　　（11番奥富喜一君質問席着席）

011番（奥富喜一君）　5項目にっいて一般質問をさせていただきます。

　まず1点目、お年寄りに生活支援手当を支給することについて、政府与党の宙に浮

いた年金、対策のいいかげんさ、国民の被害は20兆円とも言われています。単純に

1億人の人口で割ると1人20万円、4人家族で80万円の国家的詐欺事件とも言え

ます。振り込め詐欺といったところでしょうか。歴代の政府と厚労省に年金記録問題

の共同責任があるのに、政府与党と民主党は国民の不安をよそに醜い責任のなすり合

いを行うというお粗末な国会に、国民は心底怒っています。

　2006年の6月、市役所などから届いた住民税の納税通知書を見て、多くのお年

寄りが驚きの声を上げました。税金が7倍から8倍、10倍にふえていたからです。

計算違いではないのかと抗議や問い合わせの電話が当市でも300本を超えたと聞い

ておりますが、またことしも同じようなことが予想され、市税の徴収担当者の方には

本当に御苦労さまとしか言いようがありません。「こんなひどい増税、一体だれが決め

たのだ」と怒りの声が渦巻いており、日本共産党はこのような住民税増税の中止を求

める署名に今取り組んでおります。

　一体だれが決めたのか、公的年金等控除の縮小と、老年者控除の廃止を決めたのは

2004年の通常国会、住民税の高齢者非課税措置を廃止したのは2005年の通常

国会、いずれも提案したのは自民・公明が与党の小泉内閣でした。法案に賛成したの

も自民・公明党です。実は政党として一番先に言い出したのは公明党です。2003

年の11月の総選挙で年金問題が争点になったときに、公明党は100年安心の年金

を掲げ、基礎年金の国庫負担引き上げの財源にするという理由で、所得税の定率減税

の廃止と年金増税で2兆7000億円の財源を生み出すと提案しました。しかし、実

際は増税の方は公明党の公約どおりに実施されていますが、基礎年金の国庫負担の方

は2006年までにまだ5000億円しか手当てできていません。自民・公明の与党

内では残りは消費税増税という議論が強まっています。お年寄りに増税だけかぶせて

年金財源の方は不安定のまま、これではやれずぶったくりもいいところです。100

年安心の年金が聞いてあきれます。このていたらくの被害に一番苦しんでおられるの

がお年寄りです。

　そこで、1点目として公的年金控除の縮小、老年者控除の廃止、住民税の高齢者非

課税措置の廃止、定率減税10％削減全廃、医療費窓口負担割合の増加、介護保険料

の増額、税源移譲等により3年前と比べて65歳以上の世代の方は一人当たり幾ら負

担増となるでしょうか。
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　さらに、玉突き的に国民健康保険税の増額も、公営住宅家賃の負担増、市が実施し

ている高齢者住宅家賃助成も年々縮小され、一昨年は6000円、昨年は4000円、

ことしは2000円で、来年3月では廃止というわけです。

　2点目として、来年4月からはさらに70歳から74歳までの窓口負担増、75歳

以上の後期高齢者は新設される保険料によって大幅負担増となります。これによりど

の程度1人当たり負担増となると予想できるでしょうか。

　市長はこうした中でお年寄りに生活支援手当てを支給する考えがあるかどうかを、

その点の、お持ちになっておられるかまず1点、3点について質問をいたします。

　2項目目として、小・中学生の医療費を無料化にすることについて、地方自治の本

質は権利主体である住民の自治であり、地方自治体は住民であり、その政府たる議会

及び行政組織は権利主体である住民の意思に由来するものであります。この政府組織

は1人1人の人権を具体的に実現するものでありますから、できる限り直接民主主義

制度を生かし、住民個々人の要求や意見に基づいて運営される住民自治と、その組織

自体もまた自主的に運営されるものである団体自治でなければなりません。

　この観点からするなら、平成18年11月、福生市市政世論調査報告書によれば「子

どもが健やかに産まれ育つには」との設問に対して、子育てに対する経済的負担を軽

くするための施策が59．8％、身近な地域で子育ての相談や支援が気軽にできる養

育環境の推進が32．7％との数字が示すように、子育てには経済的負担の軽減が強

く求められており、速やかに小・中学生の医療費を無料化にすべきと思います。

　また、憲法26条2項後段には「義務教育はこれを無償とする」とありますが、そ

のとおりだとお思いでしょうか。憲法98条1項には「この憲法は国の最高法規であ

って、その条規に反する法律、命令、詔勅及び国務に関するその他の行為の全部、ま

たは一部はその効力を有しない」とあります。憲法99条には「天皇、または摂政及

び国務大臣、国会議員、裁判官、そのほかの公務員はこの憲法を尊重し、擁護するi義

務を負う」とあります。この関係においてどのようにお考えをお持ちでしょうか。

　この憲法の理念が実現できないほど当市は窮迫、困窮の財政状態にあるのでしょう

か。平成18年度の当市の積立金はi幾らあったか、三多摩26市中1人当たり下から

数えて何位なのでしょうか。なぜ小・中学生の医療費を無料化できないのか、今後ど

う憲法の精神を実現していく計画でしょうか。この点についてお聞かせいただきます・

　3項目目、市内循環バスの早期運行について、これについては市民の皆様の希望が

強いからこそ今回の議会でも正和会、公明党、市民派未来クラブとこの問題での質問

は私で4人目となります。落選された議員の方の中にも公約を掲ザた方もおられます。

民主党以外勢ぞろいの質問となりますが、市長の見解を改めてお伺いいたしたいと思

います。

　市内循環バスの運行を希望する住民が多い中、実施に踏み切らない、踏み切れない

理由は何かお聞かせください。これからは環境に負荷を与えないことが求められ、こ

のため自動車を抑制し、歩行者、車いす、自転車が通行しやすいことが必要との考え

から、西友前の通りなど車道を狭くし、歩道を広げたとも聞いております。市内循環
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バスを走らせることはこの目的にもかなったものと思います。今後の方向性と見通し

をお聞かせください。

　4項目目として、道路、公共施設のバリアフリーについて、2点についてお聞かせ

ください。

　1点目は、西友自転車駐車場出入口付近の段差が大きく、特に横田基地側駐車場の

出入口付近は歩道も車道も狭く、急勾配となっており、自転車に乗ったまま出るとか

なりこわい感じになります。また、ここを通りかかる自動車も多くの方がびっくりさ

れた経験をお持ちです。事故が起きないうちに対策を講ずべきと考えますが、いかが

でしょうか。

　2点目として、本町踏切内の凸凹改善について、ことし2月にJRの方で予算付け

に少し時間がかかるが実施してくださると伺っておりますが、いつごろ、どのような

形で工事を実施してくださる見通しでしょうか。この2点についてお聞かせください。

　最後の5項目目として、安否確認も兼ねた市職員によるごみ収集について、2点お

聞かせいただきたいと思います。

　1点目は、既に1件私が提案したというか、問題を提起したものですが、これは個

別に対応していただいたという案件があります。高齢化はますます進むことが予想さ

れますので、高齢者や高度の障害を持たれた方に対し、本人の希望による登録制度を

設け、安心して暮らしていけるように、安否確認も含め市職員がごみ収集に玄関先訪

問する考えはないでしょうか。

　2点目として、既に実施している八王子市、国分寺市等の利用者住民の反応はどん

なものか、この点についてお聞かせをいただきたいと思います。

　以上で最初の一般質問を終わります。

　以上、5項目について御答弁よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　（市長　野澤久人君登壇）

○市長（野澤久人君）　奥富議員さんの御質問にお答えをいたします。

　お年寄りに生活支援手当を支給することについてですが、御指摘のとおり住民税の

老年者非課税措置の廃止、公的年金控除の縮小、平成11年度から導入されていまし

た定率減税の縮小廃止、医療費の窓口負担の改正、介護保険料の改正などなどいろい

ろな制度改正が行われております。また、平成19年は「地方のことは地方で」とい

う方針のもと、地方分権を進めていくための三位一体改革によりまして、所得税は減

っておりますけれども、住民税がふえるという税源移譲が行われたわけであります。

　御質問のこれら税制改正等によるお年寄りへの負担増でございますが、モデルケー

スの70歳独身で年額の年金収入が200万円の場合では、平成17年度では住民税

は非課税、所得税は定率減税を控除いたしますと税額で2万7800円でございます

が、本年度でみますと、住民税は急激な税負担を緩和するため経過措置がとられてお

りまして、所得税と合わせまして4万2200円となり、年間で1万4400円、月

額で1200円の増額となっております。また介護保険料につきましては、平成18

年度の改正に伴いまして基準額ベースでは年額で1万4500円、ほぼ先ほどと同じ、
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月額では1200円ちょっとという改正ということになります。

　それから、2点目の医療費の負担割合の改定ですが、平成20年4月からは70歳

から74歳までの方の窓口での負担は1割から2割負担となってまいります。また後

期高齢者医療制度につきましては、国の試算では平均月額は約6200円で、低所得

者については減免措置を行うということが示されておりますけれども、今後広域連合

において決定されてくるもので、現状では具体的にはまだ示されておりません。

　状況的には、これらの改正等はそれぞれの事業運営に必要なこととして、国が制度

設計をしておりまして、現時点ではそれをもとにした形でお年寄りに対しましての新

たな生活支援手当の支給は考えておりません。

　次に、小・中学生の医療費を無料化することについての御質問でございますが、御

案内のとおり子育て支援施策の一環として本年10月から保護者の経済的負担の軽減

を図ることを目的に、義務教育就学期にある児童が医療機関にかかった場合の医療費

の自己負担額の3割のうち、その3分の1を助成するという義務教育就学児医療費助

成制度を開始をいたします。またこの制度における負担額は、都・市それぞれ2分の

1となっておりますことから、平年度ベースで約1725万円が市の負担ということ

になります。

　御質問の小・中学生の医療費を無料化をしていくということになりますと、この医

療費の自己負担額の全額を市で負担をすることになります。本制度を適用しての推計

ではさらに約6900万円が市の負担として出てまいります。基本的に問題は財源と

いうことになります。

　そこで、当市の財政状況と平成18年度の積立金についてですが、市の財政状況に

っきましてはここ数年一段と厳しさが増しております。特に15年度から17年度ま

での決算では、普通会計ベースの実質単年度収支が3年連続のマイナスとなっており

ます。また市の財政状況を示す指標の一っの経常収支比率では、17年度決算では対

前年度比0．3ポイント悪化し、95．9％に上昇いたしまして、この数値は26市

中で4番目に悪い方でありまして、家計費に例えますと、経常的に毎年100万円使

えるお金が入ってきたとして、日常の生活費に95万9000円がかかっておりまし

て、自由になるお金が約4万1000円という状況ということになります。

　この経常収支比率の計算式には、経常経費に当てている住民税等減税補てん債と、

普通交付税の代替措置として借り入れが認められている臨時財政対策債が分母の経常

一般財源に含まれており、この額を含めない場合の計上収支比率は100．8％とな

りまして、経常的経費に限りますと住民税等減税補てん債及び臨時財政対策債などの

借入金がなければ行政運営はできないという状況になっております。

　すなわち、新しいことができない、こういう状況というふうに理解をいただきたい

と思います。したがいまして、職員数や事務事業の見直しというような形での行財政

改革を懸命に努めておりますし、そういった形での歳出削減をして、その削減した分

を新たな事業に振り向けていくと、こうこういうことになります。

　基本的に、福生の場合には、御存じのように基地にかかわるお金が入ってきていて
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この状態であるということについての御理解もいただいておきたいと思います。

　それから、積立金の問題でありますけれども、平成18年度末の現在見込額は、普

通会計ベース全体で約80億7110万5000円、このうち使い道を特定していな

い財政調整基金が16億6370万9000円、積立金全体の市民1人当たりの額は

13万7373円、うち財政調整基金の1人当たりの額は2万8317円でございま
す。

　18年度末見込額の26市中の順位につきましては、まだ他市の状況がわかりませ

んので、17年度の26市中の額に置き換えますと、積立金全体額では26市中上位

から3番目、財政調整基金では26市中上位から4番目になっております。

　ただし、この積立金のうち庁舎建設基金の約17億円にっきましては、今後全額を

取り崩しますので、平成19年度末基金残高は全体で約61億6000万円と見込ん

でおりまして、多かったときの半分程度に減っております。また財政調整基金につき

ましては、今後の福生病院組合負担金の増などに伴う基金取り崩しが見込まれますこ

とや、震災などの万一の場合に備えまして最低10億円はいっも残しておきたいと、

そんなふうに考えております。

　簡単に言ってしまいますと、借金するか基金を取り崩すかということになってまい

りますが、子どもの医療費の問題を解決するために借金をする、あるいはその基金を

取り崩すということは、この子どもたちが先にいったときに自分たちで返すというこ

とになるわけでありまして、その辺のところについて十分な考慮をしながら財政運営

をしていきたいと、こんなふうに思います。

　いずれにいたしましても、この辺は環境問題と同じでございまして、今の人たちが

楽をすることによって後の人たちが苦労をするということについては可能な限り避け

たいというふうに思っておりますので、よろしくお願いをしたいと思います。

　こうした状況でございますので、当面は本年10月から実施いたしております義務

教育就学児医療費助成制度で進めてまいりたいと思います。

　次に、市内循環バスの早期運行についてですが、基礎調査結果や他市の実績等から、

福生市における市内循環バス導入につきましては、既にいろいろと御報告をさせてお

りますし、議会にも御報告を申し上げまして、大変困難であるという認識を持ってお

りまして、交通弱者への福祉対策としての福祉交通網というものを検討してきている

ところでございます。

　環境という面から考えた場合には、バスも含めました公共交通の役割は大変大きく

なりまして、自家用車の利用から公共交通の利用へと日常生活の中での私たち1人1

人の意識を変えていくことが必要でありますし、しかし、乗車人員の減少など民間バ

ス路線を取り巻く状況というのは逆に大変厳しいものがありまして、路線の廃止、便

数の削減という結果にあらわれているわけであります。

　市内循環バスにつきましても、走らせることが目的ということにならないわけであ

りまして、みんながそれに乗るという形になってこないと、ただ単に車が動いている

というだけになりますので、こういったものにっきましても全体的な検討をしながら

一 219一



進めていかなくてはならないと、進めなくてはならないことはそのとおりでございま

すが、そういうことで検討しているということでございます。

　いずれにいたしましても、これも要するに簡単に言ってしまいますと、1人当たり

のコストの問題ということになりまして、タクシーの料金より高いような形でのバス

を走らせるようなことはできないわけでございますから、その適正さというところを

きちんとした形でとらえてやっていかないといけないと、幾ら使ってもいいというこ

とだったらできるとは思いますが、その辺のところが問題ということになっておりま

す。これについてはいろいろな整理をしながら、これからまた御相談をしていきたい

と思います。

　ただ、高齢者の方々については大変移動手段が限られているわけでございまして、

そういった方々の移動手段の確保というのは大変切実な問題であるということは承知

をしております。そのために福祉施策としての多様な移動手段の一層の研究、検討を

進めまして、福生市の福祉交通網というものを実現をしていきたいと、こう思ってお

ります。

　次の道路、公共施設のバリアフリーにっきましては、都市建設部長からお答えをい

たします。

　次に、安否確認も兼ねた市職員によるごみ収集ということでございまして、1点目

の高齢者や高度の障害を持たれた方に対し、登録制度を設け、安否確認を含めた市職

員がごみ収集に玄関先訪問するという考え方につきましては、市の行うごみ収集は各

家庭の道路に面した敷地内にごみを出す場所を決めていただき、そこから収集する戸

別収集方式と、一部共同住宅等においては収集所方式をとっております。

　市の職員で直接収集業務に従事している者は現在おりませんので、担当が安否確認

を兼ねるということになりますと、委託業者にお願いすることになります。他市の状

況としては、現在八王子市では92世帯が対象で、週2回直営で行っている可燃ごみ

の収集日に通常の収集車が可燃ごみ以外のごみも持ち返るようになっておるというこ

とです。対象要件は、身体障害者手帳1、2級、要介護4、5の認定、その他特別の

理由で、親族、近所の支援を受けられない方が対象ということになっておりまして、

戸建住宅は玄関先、集合住宅は共用部分の通路等までの収集を行っていると聞いてお

ります。

　福生市では、八王子市で該当されているような方はヘルパーさんが対応しているわ

けでございますけれども、朝8時から収集が始まりますので、ヘルパーさんが間に合

わない場合が出てまいります。そのような場合、制度化はしておりませんが、市民か

らの要望により戸別に対応しておりますので、戸別に御相談があればと、こんなふう

に思っております。

　2点目の既に実施している八王子市、国分寺市等の利用者住民の反応につきまして

は、対象になっている方からは喜ばれているということでございますし、特別なトラ

ブル等はないようでございます。

　なお、ホームページでの確認ですが、武蔵野市、調布市、八王子市、国分寺市の4

一 220一



市がふれあい収集という形で同じような制度を持っているようでございます。

　以上で奥富議員さんの御質問に対する答弁とさせていただきます。

○都市建設部長（清水喜久夫君）　それでは、4項目目の道路、公共施設のバリアフ

リーについての御質問について、私の方からお答えさせていただきます。

　1点目の西友自転車駐車場出入口付近の段差解消についてでございますが、この部

分は平成16年3月に西友の建替え工事とあわせて、西友の駐車場棟の周りに公共空

地ということで、事業主が西友に来店するお客さん等の通行の安全を確保するために

設置した歩道で、市では管理をしている場所ではございません。°

　西友の自転車駐車場、利用者等の出入口部分の歩道と車道の段差があり、特に自転

車はこの急なスロープから車道に出る場合に危険とのことで、何らかの改善をしてほ

しいとのことでした。

　現場を確認いたしまして、西友に対しまして自転車等の安全対策について検討して

ほしいとの要望をしたところでございますが、その後、西友より連絡がございまして、

どのような改善をできるかは現在検討中ですので、もう少し時間をいただきたい、こ

ういう連絡がございましたので、よろしくお願いしたいと思います。

　次に、2点目の本町踏切内の凸凹改善の見通しについてでございますが、既にJR

八王子支社に改善要望をしておりまして、その時点では予算の問題と優先順位の関係

で少し検討の時間をほしいとのことでしたが、その後連絡をいたしましたところ、見

通しにつきましては、JR八王子支社に確認したわけですが、全体的なものを含めて

計画をし、進めていくということで、優先順位、ランク付けがあるということで、年

度内に着手をしたいということでございます。また、工事の実施につきましてはJR

で発注し、対応することとなります。

　以上で奥富議員さんの質問に対する答弁とさせていただきます。

○議長（原島貞夫君）　11時15分まで休憩します。

　　　　　　午前11時3分　休憩

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　　　　　　午前11時15分開議
○議長（原島貞夫君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

011番（奥富喜一君）　御丁寧な御答弁ありがとうございました。再質問をさせて

いただきます。

　まず1点目、お年寄りに生活支援手当を支給することについてです。私も何件かシ

ュミレーションをしてみましたが、大変複雑でわけがわからなくなってしまいまして、

一般の方も、特にお年寄りの方は結果を受け入れるしかないのかなというところでし

ょうか。重ねて、市税の窓口の方もさぞ電話等の対応大変と御推察いたします。しっ

かりと対応の方をお願いしたいと思います。

　1例だけ、実際に存在するケースをもとにした試算を紹介したいと思います。年金

2カ月で26万円、月当たり13万円の収入の例です。70歳独身の方を想定してい

ました。公的年金等控除の縮小、老年者控除の廃止、住民税の高齢者非課税措置が関
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係してきます。平成17年度の住民税を計算すると、年収156万円、公的年金控除

140万円、差引所得は16万円で、65歳以上ですから、125万円より少ないの

で非課税となります。これを平成19年度の住民税の計算ですると、まず2006年

度、平成18年度から非課税措置が廃止されておりますので、非課税限度額の確定が

まず必要です。単身者の場合、所得割の非課税限度額は所得35万円以下、均等割は

生活保護1級地の当市の福生市では所得35万円以下となります。ちなみに、2級地

31万5000円以下、3級地では28万円以下というふうな形です。非課税限度額

適用対象です。

　この場合、公的年金控除が140万円から120万円に縮小されているため、所得

が36万円とされますから、非課税限度額は所得割も均等割とも上回ることになり、

住民税の課税対象となります。幸いのことにこの場合は所得から基礎控除や社会保険

料控除を引いた課税所得はゼロとなり、所得割の課税はありませんが、均等割のみの

課税となりますので、市民税3000円、都民税1000円の計4000円のみとな
る計算です。

　とはいえ、年収156万円で介護保険料や国民健康保険料、家賃や水道光熱費、病

院の医療費を引いたり月4万円程度しか残らない生活の中で、年間とは4000円の

税金を払えというのは余りにも酷な話です。

　これに市長からお答えいただいたようにさらに来年4月からは病院では窓口での負

担が1割から2割に引き上げられます。この方が75歳以上なら来年4月から後期高

齢者医療制度の導入で保険料が新たに平均で月額6200円が年金から天引きされる

わけです。

　収入は年金ですから、今は減ることはあってもふえません。70歳でも窓口負担の

ふえた分だけ生活費をさらに削らなければなりません。75歳以上に置きかえれば月

4万円程度から6200円を差し引くなら3万3800円程度で生活することを強い
られるわけです。

　市長にお聞きさせていただきたいと思います。憲法25条に「すべての国民は健康

で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」2項で「国はすべての生活分野につ

いて社会福祉、社会補償及び公衆衛生の向上及び増進に努めなければならない」とあ

りますが、月3万円程度、1日約1000円で衣食する生活を押し付けることがこの

憲法の条文に反しないとお考えでしょうか。市長は「それぞれの事業運営に必要なこ

とと考えておりますので」これで済ませられるとそれでもおっしゃられるでしょうか。

お考えをお聞かせください。これがまず1点目の市長に対する1点だけの質問とさせ

ていただきます。

　2項目目、小・中学生の医療費を無料化にすることについてです。子どもの医療費

無料化の運動は、新日本婦人の会が声を上げ、1971年に日本共産党が国会で取り

上げた子どもの医療費無料化に端を発します。就学前については全都道府県で実現し、

今小学校卒業まで、中学校卒業までとさらに広がっています。

　市長のお答えの中で、ことし10月から保護者の経済的負担の軽減を図ることを目
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的に、義務教育就学期にある児童が医療機関にかかった場合の医療費の自己負担額3

割のうちその3分の1を助成するという義務教育就学児医療費助成制度を開始すると

のことは、まず第1歩として歓迎いたします。

　さらに、私としては完全無料化に向けてさらに御努力を願いたいわけですが、市と

しては財政的に厳しいのでここまでとのお返事です。経常収支が平成17年度決算で

95．9％にまで悪化レているとのことです。私が4年前に言ったときよりも相当ひ

どい数字になっていることはたしかです。

　羽村市は、従来西多摩では数少ない優良財政の市で有名ですが、どの程度の数値で

しょうか。参考にお聞かせください。

　また、平成11年には125億円の積立金があったのが、平成18年度末見込みで

は80億円と大分減ってきているようですが、平成17年度比較でいくと、悪い方で

はなく26市中上位から3番目、使い道を特定していない財政調整基金でも26市中

上位から4番目とのことですから、憲法の要請にこたえられないほど窮迫、困窮した

財政状況とはとても言えない財政状況と言えると思います。

　今、子育て世代は大変です。社会的には少子・高齢化の中で子育て世代への経済的

応援は国を上げての急務と言えます。私はこの財政状況であるなら十分に小・中学生

の医療費の無料化に必要な財源はあると考え、憲法26条2項後段の「義務教育はこ

れを無償とする」との立場に立ち、速やかに取り組むべきであると主張したいと思い

ます。

　そもそも憲法26条2項は国の責任で果たすべき仕事であります。国がやらないか

ら地方自治体がこれをかわってせざるを得ないわけですから、市が独自施策として取

り組むべきだと私は主張しているところです。

　そこでお尋ねいたします。市長として国や東京都に対して小・中学生の医療費の無

料化を実施することについて、従来要請はしてきているのでしょうか。今後について

はどのようにお考えでしょうか。

　今回の東京都知事選挙の中で石原都知事は「小・中学生まで医療費を無料化する」

と公約をしました。日本共産党は東京都議会でも石原都知事に公約の実施を迫ってい

くことになっていますが、何かこれに関連した都からの通知はありませんでしょうか。

この点についてお聞かせください。

　また、参考までに積立金、基金の内訳とそれぞれの性質についてお聞かせください。

平成16年度事務報告書397ページの小計を立てている意味も含めてお聞かせいた

だきたいと思います。

　小・中学生の医療費を無料化にすることにっいて、以上4点についてお聞かせいた

だきたいと思います。

　3項目目、市内循環バスの早期運行にっいて、今国会で成立が見込まれる地域公共

交通の活性化及び再生法は、住民参加を法律の条文そのものに位置付けた点に大きな

意義があると言えます。過度の車依存、少子・高齢社会の到来を背景として公共交通

の要請が高まりを見せています。しかし、公共交通の実態はその社会的要請にこたえ
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るべき水準にありません。

　その中で、頑張る地域によって地域公共交通を維持活性化、そして再生しようとい

うのが国の考えです。ここで国民の交通権補償のあり方にっいて考えることが必要で

す。現代社会における人の移動や物資の輸送には車が不可欠な存在です。しかし、マ

イカー利用によって加速された車への過度の依存は、個々人の生活、地域社会のあり

方、そして地球規模への負の影響を及ぼしています。

　これは、自動車事故による年間の死傷者が世界で100万人を超える現実、都市に

おける渋滞や大気汚染の悪化、郊外化の進展による中心市街地の衰退、車を運転でき

ない、また利用できない高齢者の移動制約の広がり、地球温暖化などの問題群として

あらわれています。環境問題への対応には、車自身の技術改良と、何にもまして良質

な公共交通の提供が必要であることは言うまでもありません。

　こうした中、地方自治体や住民が中心となり、交通事業者の協力も得ながら公共交

通を維持、存続、再生させた例が幾っも見られるようになりました。その一つ、地方

自治体がその企画、運行に責任を持つコミュニティバスの代表例は、鈴鹿市のCバス

です。このCバスが成功例と言われるのは、地域と経済に活力を与え、自分たちで育

てることを目的としたバスというコンセプトを実現するための鈴鹿方式と呼ばれる住

民参加システムが有効に機能しているからです。これは多いに参考にしていきたいと

思います。

　住民参加は形式的な会に住民代表が加わるだけでは可能になりません。鈴鹿市では

行政側がきめ細かな意見収集による住民要求の掘り起こしとその分析を行い、そのフ

ィードバック作業を繰り返す中で、住民が単なる乗客からコミュニティバスを育てる

主体、つまりまちづくりの主体者としての成長をしているのです。その目に見える形

が住民の手による停留所づくりや清掃活動の実施、Cバス友の会の結成です。使い勝

手のよい公共交通を整備するためには、利用者の意見や沿線住民の声に耳を傾ける必

要があります。そのためには計画段階からの住民参加が必要となります。このことは

各地の成功例と呼ばれるコミュニティバスが示しているとおりです。

　しかし、現実には住民からの陳情を受けてコミュニティバス運行を検討することに

はなっても、意見調整のための手間も時間もかかる住民意見の吸い上げには消極的と

いう場合が多いものです。その結果、せっかくコミュニティバスを走らせても、空気

を乗せて走っている状況となり、路線廃止に至るケースも後を絶たないことも事実で、

これが市長のお答えにもつながるかと思います。

　また、せっかく住民意見に沿って運行ルートを設定しても、道路管理者や警察との

調整がつかず、ルート変更をやむなくされ、思わしくない結果に終わっている場合も

多いのです。

　住民や地方自治体主導で実現するにはさまざまな隆路が存在します。その最も大き

なものが財源問題です。今国会で成立見込みの地域公共交通の活性化及び再生法は・

こうした問題点を解決するための措置が盛り込まれている点で住民自治を前進させる

側面を持っていると言えます。
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　当市も試行に踏み出されるとのお答えが、何人かの議員に対する答弁の中で既に示

されています。よい状況もそろってきましたので、ぜひ試行に踏み切っていただきた

いと考えますが、この前提として幾つかお聞かせいただきたいと思います。

　まず1点目、周辺市「はむらん」（羽村市）、「るのバス」（あきる野市）の現状での

利用状況、経常収支状況についてお聞かせください。26市のうち未実施が青梅市、

東久留米市、狛江市、そして福生市の4市と聞いていますが、そのうち狛江市は福祉

バスの取り組みがあるところです。

　2点目、実施している22市にっいての概況をかいっまんでお聞かせください。

　3点目として、また当市については福祉バスとしての試行とのことですが、狛江市

も福祉バスの取り組みがあるので、狛江市の福祉バスの内容と、当市が計画しようと

しているものとの違いについてもお聞かせください。

　4点目、交通弱者への福祉対策としての福祉交通網と、市長の御答弁ですので、こ

の考えをお聞きしたいのですが、小さな一つとして、15歳以下の子どもの交通死亡

事故も少子化以上のペースで減り続けている中、死傷事故が1990年代初頭から増

加に転じ、最も多いのが幼児の場合4割、小学生は3割が自宅から100メートル以

内で事故が起きているようです。この傾向は高齢者にも当てはまり、自宅から一歩出

れば車社会の恐ろしさを示しています。そこで義務教育の中学生以下、65歳以上の

お年寄り、障害者を抱えておられる方を対象に含めることを提案したいのですが、そ

の点をどのようにお考えでしょうか。

　小さな2として、既に他の議員から出ておりますが、妊産婦を対象に含めていただ

けるのかどうか。

　小さな3点目として、拡大解釈として、福生団地にお住まいで自家用の車を所持さ

れていない方が福生病院に通院される場合、拝島駅か熊川駅に出て、福生駅を下りて

徒歩で行くよりバスで運んでもらった方がよい場合などのケースです。むしろこうし

た人の利用が増加して、自家用車の運行も減るのが本来望ましいので、考え方を大き

くとらえ、交通弱者一般として幅広く利用してもらえる方法が私としては望ましいと

思います。制度的に可能ならここまでの拡大でスタートできないかと思うのですが、

この点でどのようにお考えでしょうか。

　以上、大きく4点についてお聞かせください。

　4項目目、道路、公共施設のバリアフリーについて、1点目の西友自転車駐輪場出

入口付近の段差については、市の管理ではないので、西友が実施するのか、建物所有

者が実施するのかの調整もあるということなので、早急の解決が望めないようですが、

事故が起こってからでは事故に遭われた方、加害者、被害者ともに不幸です。西友の

営業にも支障が出るかと想像いたしますので、早急な対処を西友建物所有者に重ねて

要請するよう、これは要望にとどめておきたいと思います。

　2点目、本町踏切内の凸凹改善についてですが、私も住んでいる本八町内会の子ど

もたちがよく利用する通学路でもあり、通学時は毎日大変混雑しております。また他

の踏み切りと違って車の通行ができない関係で、また踏切幅が広いということで安心
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してのんびり渡れること、足が不自由な方で踏み切りを渡るのに時間を要する方など

には自由通路のように階段もない、わざわざエレベーターを利用するという不便もな

いことから人気があり、利用者も大変多いところです。それだけに踏切内の凸凹に足

をとられ、足をくじいた、転倒したなどが頻発しております。重大事故につながって

は大変ですので、早急な改修工事をお願いしたい。年度内などと言わず、すぐにでも

取りかかっていただけるよう再度JR八王子等に要請していただけるよう要望してお

きたいと思います。これも要望です。

　5項目目、安否確認も兼ねた市職員によるごみ収集についてです。戸別対応してい

るとのお答えですが、犯罪が多発現状の中、市の職員の表示をして訪ねても疑ってか

からなければならないような現状の世相です。件数の増加に伴って委託の清掃業者で

は不審者と区別がつかないなど問題が起こることが予想されます。この点での対策と

して民生委員さん、日常的につながりのある、顔の知れた地域ボランティアさんなど

の協力が必要になるのではないかと考えられます。

　そこで、支障のない範囲で現在の対応例の御紹介をお願いいたします。また希望が

あれば当面その都度、個別に対応していただける、こう考えてよろしいのかどうか、

この点をあえて確認をさせていただいて、これのお答えをいただくということで、以

上で2回目の一般質問を終わります。

○市長（野澤久人君）　2回目の御質問のお年寄りの生活支援手当の関係での御質問

をいただいておりますので、お答えをしたいと思います。よく細かい計算をされまし

て、私も数字の確認はできませんけれども、また今後いろいろな形で国の方の制度変

更、あるいはそういったものがいい方向に変わっていっていただくことを期待をして

おりますけれども、ただ、基本の問題としてまずお話を申し上げたいのは、こういっ

た制度設計そのものは国会で決めることでありまして、全国一律にまず行われること

であると、こういうことであります。

　福生市だけでどうのこうのという問題にはなりませんので、したがって、その事態

については自治体の長としてコメントするということはおかしなことになろうかとい

うふうに思いますが、ただ、いろいろ現実の問題としてやっていく過程の中での問題

点については、これは全国市長会を通じて、あるいはいろいろ市長会を通じていろい

ろな形での要望をし、いい方向に変えていかないといけないという責務は持っている

と、こんなふうには思っております。

　その上での若干の感想を申し上げさせていただきます。一っは憲法25条との関係

であります。最低限の生活保障という話になりますので、この最低限の生活保障とい

う形で考えますと、基本的には生活保護制度ということになってまいります。

　福生は18億円程度生活保護に金をかけているわけでありますが、これは普通の方

はみんな国が出しているというふうに思っていらっしゃるようですけれども、この4

分の1は実は福生市の市民の皆さんの税金から払っているわけでありまして、したが

って、4億円程度これに毎年金を、税金の中からかけているわけであります。先ほど

経常収支を言いましたけれども、経常の経費としてかかっているということになって
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くるわけです。

　この計算、先ほどの計算の中では生活保護の最低限度というのは、生活費として3

万2000，円くらいが想定をされております。先ほどの奥富議員さんのお話ですと3

万3800円ですか、そのくらいの数字をお話になられましたので、そういう意味で

は直ちにそれが憲法違反というような言い方はできないというふうに思います。

　したがって、私なんかの感覚で申し上げますと、これは一人一人みんな違いますの

で言いづらい部分もありますが、戦後の我々の子どもだったころの生活だとか、ある

いは全世界の中では今3秒か4秒に1人の餓死者が出でいるといったような状況、そ

ういったことから比べれば日本という国はたしかいい国だなという思いもいたしてお

ります。

　ただ、いずれにしましても、制度というのは国で決めることでありまして、そこに

我々の意見ができるだけ反映していくようなやり方をしていきたい、そんなことが一

つの感想であります。

　それから二つ目は、福生の場合にはことしは税収は若干高くなりますので、13万

8000円程度の御負担を1人当たりの市民の方々からいただいております。これは

ゼロ歳から高齢者までです。歳出の方は37万円出させていただいております。2．

7倍出しているということであります。サービスをしているということであります。

特にことしは大型の事業が多いですから、額が多くなっておりますが、そういう形で

できているということでございます。

　いずれにしましても、今舗装された道を歩くにしても、公園を使うにしても、ある

いは水を飲むにしても、お医者さんにかかるにしても、あるいはよい環境をできるだ

けつくっていくというような問題、健康ということにつきましても税や受益者負担と

いうものは絶対避けて通ることはできないというふうに思います。

　したがいまして、そういう意味ではお互いに助け合いながら生活をしていくという

基本的な視点の中で、だんだんにみんなが市民意識を持っていただくような、そうい

う方向で進めていかないといけない、そういうことがちゃんとできれば、逆にいえば

今の、例えば国保税の方に出している金は、7億円近くの金を一般会計から出すわけ

でありますから、そういったものがなくなっていくことによってほかのサービスがで

きるということはあり得ると、こういうことであります。

　それからもう一つでございますけれども、個別の一人一人の方というのはみんなそ

れぞれ状況が違うというふうに私は思っておりまして、そういう意味では本当にお困

りの方もいらっしゃるかもしれませんけれども、ですからその方についてはぜひ、地

方自治体というのは目の前に市民の方の生活が見えますので、御相談をいただいて、

画一的な対応ではなくて、個別にできるだけ親切に、我々も調整をしていかなくては

いけないというふうに思います。

　ただ、もう一方では、要するに結果の平等みたいなことを求めまして、機会の平等

ということではなくて結果の平等を求められる方も非常に多いということと、それか

ら甘えみたいな形での状況みたいなものがあるわけでございますので、こういったと
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ころにはやはり毅然とした対応をもう一方ではやっていかないとならないというふう

に思います。

　その辺の調整といいますか、その当たりにつきましては、現場の市町村として間違

いないようにして今後も進めていきたいと、そんな思いを持っておりますので、その

関係についてのお話をさせていただきまして答弁にいたします。

○企画財政部長（野崎隆晴君）　続きまして、まず経常収支比率につきまして、羽村

市の状況でございますが、平成17年度決算における羽村市の経常収支比率は91．

3％で、これは26市中低い方から14位でございます。福生市の95．9％、順位

は23位となりますが、比較をいたしますと、羽村市の方が4．6ポイント良好とい

いますか、低い状況でございます。

　次に、順不同で恐縮でございますが、基金の内訳とそれぞれの性質についてでござ

いますが、現在、福生市には11の基金がございます。内訳といたしましては、この

うち積立基金が退職手当特別負担金準備基金、庁舎建設基金、都市施設整備基金、育

英基金、市営住宅等管理基金、財政調整基金、学級施設等整備基金、ふるさと人づく

りまちづくり基金及び介護給付費準備基金の9基金でございまして、残りの二つは定

額の資金を運用するために設けている中小企業振興融資一時補てん基金及び国民健康

保険高額療養費資金給付貸付基金でございます。

　主な基金の性質、内容を申し上げますと、都市施設整備基金は建設事業など都市施

設整備事業の資金などに充当するもので、また財政調整基金は地方財政法に基づき設

置が義務付けられている基金でございまして、財源が不足する場合や災害時など緊急

に必要な経費などに当てるための基金でございます。また、学校施設等整備基金は校

舎や屋内運動場など学校施設の新設、改良等に当てるための基金でございます。

　なお、事務報告書の中でこれら九っの基金と二っの基金を小計で区分をいたしてお

ります理由は、基金を大きく分けますと、特定の目的のために財産を維持し、資金を

積み立てる基金と、定額の資金を運用するための基金に分類をされますことから、積

立基金及び定額運用基金ごとの総計を表わすためでございます。

　続きまして、市内循環バスについての羽村市、あきる野市の状況でございますが、

羽村市につきましては運行開始が17年5月29日でございますことから、17年度

の運行経費から運賃収入を差し引いた市負担額、赤字額は約10カ月分となりますが、

約2700万円、18年度が約3200万円の市負担額となっておりまして、17年
度分を平年度化して比較をいたしますと、17年度、18年度ほぼ同額でございます。

　また、あきる野市の市負担額でございますが、17年度が約760万円、18年度

が820万円でございまして、こちらは約60万円の増額となっております。

　なお、そのほかの市の状況でございますが、調査をいたしました限りでは利用者数

が劇的に増加するような状況になく、平年ベースで推移している状況でございます。

　次に、狛江市の福祉バスについてでございますが、狛江市の福祉バス「みどり号」

と呼ばれておりますが、この福祉バスは狛江市の五っの福祉施設、老人福祉センター

や高齢者デイサービスセンターなどへの送迎を目的として運行しているとのことでご
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ざいます。福祉施設の利用者を対象としておりまして、自宅近くの停止場所から駅ま

での利用といった場合は乗車できないとのことで、本市が検討しております交通弱者

の方々の日常生活での移動手段としての福祉交通網とは違うものと、そのように考え

ております。

　次に、福祉交通網の対象としての交通弱者をどうとらえるかということについてで

ございますが、現在考えておりますのは高齢者の方、障害のある方や妊産婦の方、ま

た乳幼児のいる方などでございまして、どのような方法であれ、まずは試行実施をさ

せていただき、その結果を検証する中で、交通事故防止の面や環境面からの対象者の

検討も行っていくこととなると、そのように考えております。また、福生全域を網羅

していく福祉交通網としてのルートを検討してまいりたいと、そのように考えており

ます。

○子ども家庭部長（町田正春君）　それでは、奥富議員さんの再質問に答弁させてい

ただきます。

　小・中学生の医療費の無料化の関係でございます。1点目の市長として国や東京都

に対して、小・中学生の医療費の無料化を実施することについて従来要請はしてきて

いるのか、あるいは今後要請の必要はというふうな御質問でございます。

　まず、小・中学生の医療費の無料化につきましては、従来要請はいたしておりませ

ん。それから今後の関係でございますけれども、御案内のとおり10月1日から施行

するというふうな形で、この一部助成をする関係になります。したがいまして、20

年度以降、義務教育就学児医療費助成のその所得制限の撤廃、あるいは本人負担割合

の引き下げ、それから補助率の引き上げ、こういったことを東京都の方、市長会を通

じて要請をしていきたいというふうに考えております。

　それから、2点目の都知事選の中での石原知事の医療費の無料化の発言でございま

すけれども、この辺については何らこちらに連絡等は入っていない状況でございます。

○生活環境部長（吉沢英治君）　ごみ収集の関係でございますけれども、戸別対応の

事例といたしましては、一つといたしましては、道路わきの敷地にごみを出すことが

できないため、話し合いによりまして窓から下に出していただき、収集を行っている

事例がございます。

　それから、1回目の収集時間に出すことが間に合わないということでございまして、

収集業者が2回目の収集時に収集する事例もございます。団地の方で可燃、不燃は隣

の方に出していただいておりますけれども、資源までは頼めないとのことでございま

して、NPOを紹介し、収集している事例等もございます。

　今後でございますけれども、ごみ出しが困難である方につきましては、現地を確認

し、戸別に親切に対応してまいりたいと、引き続き対応してまいりますので、よろし

くお願い申し上げます。

011番（奥富喜一君）　それでは、3回目の質問をさせていただきます。

　若干食い込むかと思いますが、すみませんが、お願いいたします。

　まず1点目、お年寄りの生活支援手当を支給することについてです。市長からお答
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えをいただきました。生活保護という制度があるということも出されておりますが、

しかし、今、国は生活保護を十分に受けられるような、そういった指導をしておりま

せん。本来該当するような方を、通帳の残があるという形で帰し、またその同じ人が

通帳の残がなくなってくると、手元に現金残が4万円以上あるとか、いわゆる難くせ

のような形での対応、本来の権利はどこまで可能なのか、それについてどのように実

施していくことができるのか、そういったことをしっかりと説明して受理する、これ

が本来であります。

　練馬区等ではこういった「あなたにはこのような権利が補償されている」という簡

単なマニュアルが渡され、そしてその中で本人が考えるという形をとっています。こ

ういったところまできめ細かく対応するならば、それは憲法25条の立場に立った対

応といえ、それであるならばまたそこでの考え方というのが出てくるかと思いますが、

残念ながら福生市の対応も国の指導にほぼ従がった形での対応ということで大変問題

があります。まずこの点での改善をぜひ実施をしていただきたい、このようにまず要

望をしたいと思います。

　そしてその上で、この日本は「大変だ、大変だ」と言っていますが、世界で第2位

の生産力がある。世界で第2位でありながら、世界の中心国であるような国で、30

位とか50位であるような国々の施策と比べて劣るというようなことでは、それは行

政の対応の仕方に非常に問題があると言わざるを得ません。こういった点での、国の

行政ですので、ここで述べてもしようがないことではありますが、そこに大きな基本

的な問題があるということを指摘しておきたいと思います。

　そこでさらに、お年寄りの傷み押し付けはさらに続きます。2006年に初めて住

民税の課税になった方の多くは3年間の経過措置の対象になっています。この方たち

は本来課税される額の3分の1だけが課税されている関係上2007年は3分の2、

2008年で全額と3年間にわたって増税が続いたと感じられることでしょう。

　さらに、介護保険料も同じような措置が適用されていますので、こちらも3年間連

続負担増というイメージです。

　国保料は以前から住民税課税だった方も含めて3年間の経過措置が適用されていま

すので、これはそれ以外の従来住民税を納めた方も増税感が3年間続くという形にな

ります。

　公営住宅家賃などもこれに伴って増税の影響が広がっていく関係から、まだ上がっ

ていない人も段階的に引き上がっていく可能性があります。

　後期高齢者の場合は、後期高齢者医療制度の仕組みが介護保険と同じような仕組み

のため、保険料が当面月6200円でも、毎年75歳以上の高齢者比率の増加に伴い、

医療費の拡大に伴い、じりじりと負担が拡大する仕組みになっています。これに混合

医療導入の強化で、相当の資産家以外は高度医療からは見放されることになっていま

す。

　そして、これに追い討ちをかけるように、参議院選挙を終えたら消費税を8％や1

0％に増額する計画が待っているわけです。
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　ここで一つだけ質問をさせていただきます。後期高齢者医療制度は広域連合によっ

て運営されると聞いておりますが、どのような議会構成等で運営されようとしている

のでしょうか。1点お聞きしたいと思います。

　2項目目は、小・中学生の医療費を無料化にすることについてです。福生市は95．

9％ということで、本当に10％近い落ち込み、経済の硬直化といいますか、財政運

営が非常に困っているということはよくわかります。羽村市も91．3％ということ

で、かつての状況からいくと大変な運営の悪化が感じられます。

　こうした中で、小・中学生の医療費の無料化を国に対して今まで行ってこなかった

ということですが、市の財政を少しでも補完する、また市民に対してはこういった憲

法の考え方である小・中学生の医療費を義務教育の期間無料化するという志向に立っ

ならば、従来も国に対して早くやれというふうに要請をしていくべきだったと思いま

すので、ぜひこれは無料化を国に上げていく、これは市の財政の持ち出しを少しでも

少なくする、そして市民に対しては憲法の精神を生かしていくということにつながり

ますから、ぜひやってほしい、この点についてどのようにお考えかをお聞かせいただ

きたいと思います。

　23区での小・中学生の医療費の無料化の取り組みはこの1年間で飛躍的に前進し

ました。最後まで残っていた千代田区が2007年度予算に中学3年まで通院費、入

院費とも助成を盛り込んだことで、23区のすべての自治体が小学生以上を対象に医

療費助成を実施することになったと聞いております。22区が中学生までを助成対象

とし、19区が中学校3年生まで入院費とともに通院費も助成することになるそうで
す。

　市町村では大きく差がっき、就学前の乳幼児の医療費助成における所得制限を撤廃

することがまだ一っの課題となっています。昭島市、武蔵村山市がことし4月から就

学前の所得制限をなくすことを決めております。国分寺市、八王子市、西東京市、東

大和市、清瀬市、小金井市、稲城市は新年度予算案の中に、新年度中に就学前の所得

制限を撤廃することを盛り込んでいると聞いております。したがって、26市中17

市まで広がったことになります。小・中学生までの医療費無料化に取り組んでいる市

町村の状況についてお聞かせさせていただきたいと、これを2点目としたいと思いま
す。

　東京都が10月から実施するのは3分の1の補助であり、所得制限付きですが、府

中市が独自に所得制限撤廃を既に決めております。この点でぜひこういった要素も含

めてお聞かせいただければと思います。

　3項目目、市内循環バスの早期運行について、「はむらん」（羽村市）、そして「るの

バス」（あきる野市）ともに赤字財政に苦しんでおられるという状況をお聞きいたしま

した。しかし、あわせて利用者は増加傾向にあるということですので、やはり需要は

大変あると思います。ですから、これは運営をどのように工夫していくかが大事なの

だというふうに認識いたします。

　そこで、狛江市の交通の取り組みの問題で福祉バスということで紹介、「みどり号」
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ということですが、これは純粋な福祉バスであって、当市が考えている福祉バスと名

称は同じですが、考え方は違うかということが今のお答えの中で推察されるところで

す。高齢者、障害者、妊婦、乳幼児というところまでいっておりますが、私はせめて、

本来は義務教育以下でいいと思うのですが、せめて小学校の生徒までは対象にして含・

めて実行した方が市民から大きく期待が高まるのではないかと思います。その点につ

いてのお答えをいただくということでお願いしたいと思います。

　あとは2回目のときに要望等でしておりますので、以上で終わります。

○議長（原島貞夫君）　午後1時まで休憩いたします。

　　　　　　午後0時3分　休憩

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　　　　　　午後1時　開議

○議長（原島貞夫君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

○市民部長（石川弘君）　東京都後期高齢者広域連合の議会構成はどうなっているの

かという御質問でございますが、高齢者の医療の確保に関する法律により東京都の2

6市、23区、13町村全体の62市区町村による東京都後期高齢者医療広域連合が

平成19年度3月1日に設立したところでございます。

　設立に当たりまして、区市町村長の代表による設立準備委員会が発足し、いろいろ

と協議された中で、議員定数についても協議されました。市区町村からそれぞれ意見

が出され、市側の意見といたしましては、市区町村の意見を反映するには全市区町村

から1名ずつの62名を主張したようですが、ほかにもいろいろな意見が出された中

で、最終的に準備委員会の正副会長に委ねられ、62団体の半数の31名となったと

ころでございます。

　31名の割り振りでございますが、まず31名を団体数と高齢者数から15名と1

6名に分け、15名から町村で2名を確保し、残りの13名を、区と市の49の団体

数を割合で出しますと、23区が47％、26市が53％で、したがいまして、区が

13名の47％でございますので6名、市が53％で7名となり、残りの1°6名を区

と市の高齢者数の按分で区が11名、市が5名となりまして、全体では区が17名、

市が12名、町村が2名となった議会構成となったところでございます。

　なお、任期は2年となっておりますので、市は12名のことから、市制施行順でい

くと福生市は2年後に広域連合議会議員を選出していただくことになってまいります。

　また、区市町村の意見を反映ということから、広域連合の中に区市町村長による協

議会が設置され、広域連合の運営等について協議する組織が組織されており、さらに

は下部組織として協議会、幹事会も組織される予定でございます。

○子ども家庭部長（町田正春君）　それでは、医療費の無料化の関係でございます。

国への要望の考えというふうなことでございますけれども、現在実施しております乳

幼児医療費の助成制度につきましては、これはやはり国の方に制度の確立を図るよう

要望しておるところでございます。これは全国市長会を通じまして要望しております。

　したがいまして、小・中学生の医療費の無料化というふうなことでございますけれ

一 232一



ども、基本的に全国どこでも同じ医療給付が受けられるというふうなことが私は望ま

しいというふうに感じております。したがいまして、今後は同様の形で国の方に要望

していきたいというふうに考えております。

　それから、他市の状況というふうなことでございます。5月31日現在での予定と

いうふうなことで御理解いただきたいと思いますけれども、26市全市がこの小・中

学生の医療費につきましては自己負担額の1割を助成しているというふうなことで聞

いております。ただ、そのうち3市が、先ほど奥富議員さんからもちょっとお話がご

ざいましたけれども、所得制限を撤廃するというふうなことで、その3市は武蔵野市、

府中市、それから羽村市でございます。

○企画財政部長（野崎隆晴君）　続きまして、福祉交通網の対象者についてでござい

ますが、総体のお話といたしまして、この対象者、交通弱者の方に限定されることに

なってくると思われますが、この交通弱者対象者を幅広くとらえて検討してまいりた

いと、そのように考えておりまして、今後さまざまな形で議会とも御相談をさせてい

ただき対応してまいりたいと、そのように考えております。

011番（奥富喜一君）　それでは、4回目ですので、要望だけとなります。

　まず1点目、お年寄りに生活支援手当を支給することについてです。お答えいただ

きました。後期高齢者の広域連合の議会、62市区町村で議員が31名、議会、地方

自治体が62あるのですから、1自治体で1議員は当然であると思います。これはと

んでもない議会破壊、民主主義の破壊行為といえます。断固自治体で1議員出せるよ

う強く主張していただくよう要望いたします。

　また、市長にはくれぐれも高齢者の窮状をくみ取り、お年寄りに生活支援手当を支

給することついて再検討くださるよう御要望させていただきます。

　2項目目、小・中学生の医療費を無料化にすることについて、国に対する要望につ

いては、乳幼児医療費の要望を従来からやっていたものも当然続けていくということ

と、小・中学校生の無料化についても今後は要望していきたいということで、ぜひそ

の点強めてやっていってほしいと思います。

　そして、あわせてやはり当市でも単独ででも実施する、こういった方向での検討も

していただきますよう要望しておきたいと思います。

　3項目目、市内循環バスの早期の運行について、交通弱者という点、幅広くとらえ

て実施してくださるというお答えです。エレベーターの未設置の駅がまだ存在し、そ

して早くとも5年間はかかるというような状況のある中、そういったものも考慮に入

れる、また公共機関を結ぶ、こういったこともあわせて考慮に入れて、1日も早く実

施にこぎつけてくださるよう要望しておきたいと思います。

　5項目目の安否確認も兼ねた市職員のごみ収集、これから高齢化の進展とともに需

要もふえることと思いますので、実施に向けた研究と、当面の戸別案件ではぜひ、私

が1回やっていただいたような素早い対応を今後とも続けていただきたいと思います。

この点要望いたしまして、私からの一般質問を終わりとさせていただきます。

　ありがとうございました。
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○議長（原島貞夫君）　以上で一般質問を終わります。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
○議長（原島貞夫君）　次に、日程第2、報告第3号、専決処分の承認を求めること

について〔平成19年度福生市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）〕を議題とい

たします。

　本案について提案理由の説明を願います。

　　　　　　　　（市民部長　石川弘君登壇）

○市民部長（石川弘君）　御指名をいただきましたので、報告第3号、専決処分の承

認を求めることについて、提案理由並びにその内容につきまして御説明申し上げます。

　専決処分をさせていただきましたのは、平成19年度福生市国民健康保険特別会計

補正予算（第1号）でございまして、平成18年度福生市国民健康保険特別会計の決

算を迎えるに当たり、歳入歳出差引額に不足が見込まれることから、地方自治法施行

令第166条の2の規定によりまして、平成19年度福生市国民健康保険特別会計よ

り繰り上げまして平成18年度の不足額に充用させていただいたものでございます。

　したがいまして、地方自治法第179条第1項の規定によりまして議会を招集する

いとまがございませんでしたので、同条第3項の規定によりここに御報告申し上げ、

御承認賜りたくお願いを申し上げるものでございます。

　今回専決処分をさせていただきました内容でございますが、お手元に本会議資料と

して決算見込みを御配付いたしましたので、先にこれにより説明をさせていただきま

す。

　平成18年度の最終の歳入歳出予算額は55億6724万8000円でございまし
て、平成19年5月18日現在での見込み額を算定いたしましたところ、実質収入済

額では54億4337万1800円を見込み、歳入予算額との比較では1億2387
万620°0円、約2．2％の減、支出済額では55億1937万4110円を見込み、

歳出予算額からは4787万3890円の執行残となりますが、実質収入済額54億

4337万1800円から支出済額55億1937万4110円を差し引きいたしま
すと、7600万2310円の歳入不足が生じたところでございまして、この額が赤

字となり、繰上充用金として19年度会計から補てんいたしたところでございます。

　なお、5月18日以降出納閉鎖の5月31日までの問に訪問等を行い徴収できた保

険税は765万9364円でございましたので、最終的な実質繰上充用額は6834
万2946円となりますので、今後の補正予算において清算をさせていただきますの

で、よろしくお願いを申し上げます。

　次に、歳入歳出の款別の状況でございますが、第1款の国民健康保険税の収入済額

は、予算対比では2億5470万円の減となっておりますが、これは歳出10款にお

いて平成17年度会計繰上充用金の財源として国保税で財源を見出し、繰り出したこ

とから、予算額との差が大きくなっております。

　また、18年度は国保税の収入済額での前年度との比較では7720万円ほど増額

になっている状況でございますが、出納閉鎖までの間の収入を見込みますと8470
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万円の税が伸びている状況でございます。

　次に、第3款の療養給付費等交付金につきましては、歳出の保険給付費の伸びによ

り前年度比較1億7900万円ほど伸びております。

　第4款の都支出金においては、調整交付金との伸びがございまして、歳入されてい

る状況でございます。

　第6款の繰入金の8億5881万2000円につきましては、このうち軽減措置、

あるいは出産一時金などの法定繰り入れを差し引いたいわゆる財源補てんでのその他

繰入金は7億827万6000円となっております。

　次に、歳出でございますが、第2款の保険給付費の支出済額の36億290万円を

前年度と比較いたしますと、約2億9970万円ほど大幅な伸びとなっておりますが、

月平均では約2940万円の伸びとなっている大変な医療費の伸びでございます。こ

の医療費につきましては、毎年右肩上がりで上昇している状況でございます。

　第10款の前年度繰上充用金は、18年度から17年度会計へ2億433万900
0円でございましたので、19年度から18年度へは7600万2310円でござい
ますので、約1億3599万円ほど減っておりますので、今後も改善の方向で努力し

ていきたいと考えておりますが、本来は独立した会計ですので、財源補てんでの繰入

金に頼らないことが理想的でございます。

　この繰上充用は出納整理期間中に行われなければならないところでございますが、

平成18年度の主な歳出である医療費が4月20日に支払済となり、この支出済額が

確定いたしましたところでございます。

　また、歳入の保険税につきましては、出納整理期間中の5月31日まで収納されま

すが、事務処理や補正予算書の作成等ございますことから、平成19年5月25日の

専決処分とさせていただきました。

　そこで、このような歳出に歳入が不足する原因等でございますが、前後いたします

が、主な歳出では医療費である保険給付費の大幅な増加、また老人医療制度から国民

健康保険への移行、また18年度はインフルエンザ、あるいはノロウイルス等、さら

にはことしに入りましてはしかが流行しておりますが、これら突発性疾病等による医

療費の増加の要因がございます。

　歳入では国保加入者の高齢化、長い間続いた景気低迷による低所得者層の増加、団

塊世代の退職による所得の落ち込み等による国民健康保険税への影響が続いている状

況と考えております。

　また、保険税につきましては、税率改正等を行っておりますが、収納状況の低迷等

が主な要因ではないかというふうに考えております。

　このような状況となっておりますことから、地方自治体の会計は赤字決算を行うこ

とができないため、地方自治法施行令の規定では会計年度経過後に至って歳入が歳出

に不足するときは、翌年度の歳入を繰り上げてこれに当てることができ、この場合に

おいてはそのために必要な額を翌年度の歳入歳出予算に編入しなければならないと規

定されておりますことから、平成18年度の不足額を平成19年度福生市国民健康保
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険特別会計補正予算（第1号）として専決処分をさせていただいたところでございま

す。

　それでは、補正予算の内容につきまして御説明をさせていただきます。

　補正予算書の1ページをお開き願います。

　まず、総則でございますが、第1条で規定の予算額に歳入歳出それぞれ7600万

3000円を追加し、歳入歳出予算総額を56億6958万8000円と定めようと
するものでございます。

　次に、2ページをお開き願います。

　第1表歳入歳出予算補正でございますが、第1款第1項国民健康保険税につきまし

ては、7600万3000円の追加をお願いするものでございます。これは歳出にお

いて前年度繰上充用金として18年度会計へ支出した財源でございまして、国保税に

より財源の確保を行ったものでございます。

　以上、歳入合計といたしまして7600万3000円を追加し、歳入総額を56億

6958万8000円といたそうとするものでございます。

　次に、3ページをお開き願います。

　歳出でございますが、第10款前年度繰上充用金の科目を新たに設け、7600万

3000円を追加させていただき、18年度会計に充用したもので、歳出総額を56

億6958万8000円といたそうとするものでございます。

　以上、報告第3号の平成19年5月25日をもって専決処分をさせていただきまし

た平成19年度福生市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）の内容の説明とさせ

ていただきます。

　御審議賜りまして、原案のとおり御承認くださいますようお願い申し上げまして報

告とさせていただきます。

○議長（原島貞夫君）　以上で提案理由の説明は終わりました。

　これより本案に対する質疑を行います。

014番（青海俊伯君）　専決処分ということなので、何点か確認をさせていただき

ますが、決算見込みをいただきました中で、やはり医療費がかなり上がってきている

こともあるわけですが、18年度のこの決算見込みが出た時点でも、その前でも結構

なのですが、現状の福生市の国民健康保険の加入者と、被用者の割合はどれぐらいに

なっていますか。人数、あるいは世帯、わかりやすい方で結構でございますので、ま

ずそれをお聞きしたいのが1点と、この補正予算（第1号）の中の11ページ目に、

ちょうど前年度繰上充用金の7600万円の内訳として現年度の保険税と滞納繰越分

と、5000万円、2500万円とかあるわけですが、全体の国民健康保険加入者の

総数の中で、金額の過多にかかわりませんけれども、滞納繰越をせざるを得なくなっ

ている人たちの人数割合というのは大体何割ぐらいいらっしゃるのか、わかりました

お願いをしたいと、このように思います。

○市民部長（石川弘君）　国保加入者の状況でございますが、18年度でございます。

世帯数では1万4190世帯、被保険者数でございますが、2万4561名≧なって
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おります。

　それから、国保税の加入世帯に対する滞納世帯の割合ということでございますが、

3月で締めたところでは約21．3％というようなことになっております。

014番（青海俊伯君）　ありがとうございます。世帯で1万4190世帯でいいの

かな。人数で2万4561名という形で、冒頭の19年度の予算の折りにもあったわ

けですが、景気低迷の折りでもあって、国保加入者がだんだんふえてきているという

こともあるようですが、この滞納繰越分の21．3％ぐらいの方が3月締めで、金額

の多い、少ないは別としても対象になっているということですが、これは前年と比べ

てはどんな形になっているのですか。滞納繰越の対象者の割合はふえているのだか、

減っているのだか、同じぐらいなのか、傾向値だけでもわかりますか。

　というのは、今もお話のように、収納率の問題も大きな問題ではありますけれども、

医療費が増加してくる、そしてますますまだまだ先が見えないという形で、国保の加

入者がふえてくる。そうした中で、今回のような突発性のものが出てくるというマイ

ナス要因ばっかりなものですから、そこをどこかで改善していかなけれ1まいけない。

また「健康ふっさ21」にもあるように、元気な市民をつくっていかなければいけな

いというところから見ると、現状のマイナス要因の分析というのもとても大事かと思

いますが、この決算見込みの段階でどんな数字が出てくるかわかりましたらで結構で

ございます。お願いいたします。

○市民部長（石川弘君）　滞納者はふえているかというような状況でございますが、

やはり長い間続いてきた景気低迷の影響というのはまだあるようでございまして、や

はり若干滞納者はふえているというような状況でございます。

020番（小野沢久君）　前年が2億400万円、今回が7600万円、そういう面
では数字的に少なくはなってきて、これだけ見るとね。

　実際に5月31日現在で収納率はもうわかってきていると思うのですけれども、ど

の程度になっていますか。前年と比べて改善されたのかどうか、そこだけちょっと．お

聞かせ願いたいと思います。

○市民部長（石川弘君）　収納率でございますが、国保全体では69．9％、前年度

より0．4ポイント伸びております。その内訳でございますが、現年度分では87．

5％、2．3ポイント伸びております。逆に滞納分につきまして19．7％、前年度

比較3．3％落ちておりますが、18年度につきましては現年を重視いたしましたと

ころから、滞納が少し落ちてしまったというようなことでございますが、しかしなが

ら、滞納分につきましても着手していく予定でございます。

015番（大野聰君）　今、2人から質問がありましたけれども、参考にまた教えて

いただきたいのですけれども、たしか今回繰上充用3年目ということで、18年度の、

17年度の当たりということになるのですかね、2億400万円ほどの充用をしてい

るわけですが、これも前回、昨年の同時期にたしか国保税で補正をしたという形にな

っていると思うのですが、歳入の方は。

　ちなみに、今、現年が69．9％の収納率アップということだったのですけれども、
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ちなみに、現年、滞繰を含めてで結構ですが、総調定額、割り返せばいいのですけれ

ども、調定額をわかれば教えていただきたいと思います。

○市民部長（石川弘君）　最終的な調定済額でございますが、22億6609万98

7円でございます。

○議長（原島貞夫君）　ほかにございませんか。

　　　　　　　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　以上で質疑を終わります。

　ただいま議題となっております報告第3号は、委員会の付託を省略することに御異

議ありませんか。

　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　御異議なしと認めます。よって、報告第3号は委員会の付託

を省略することに決定いたしました。

　これより報告第3号にっいて採決いたします。

　お諮りいたします。

　本案は、原案のとおり承認することに御異議ありませんか。

　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　御異議なしと認めます。よって、報告第3号は原案のとおり

承認されました。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
○議長（原島貞夫君）　次に、日程第3、議案第38号、福生市議会議員及び福生市

長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例を議題とい

たします。

　本案について提案理由の説明を願います。

　　　　　　　　（選挙管理委員会事務局長　榎戸宏君登壇）

○選挙管理委員会事務局長（榎戸宏君）　御指名をいただきましたので、議案第38

号、福生市議会議員及び福生市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の

一部を改正する条例について、提案理由並びにその内容につきまして御説明申し上げ

ます。

　例規集は116ページでございます。

　提案理由でございますが、公職選挙法の一部改正に伴いまして、地方公共団体の長

の選挙におきまして、候補者の政策等を有権者が知る機会を拡充するため、候補者が

選挙運動用のビラ、いわゆるローカルマニュフェストの頒布をすることができるよう

になりました。

　指定都市以外の市長の選挙の場合は、候補者1人について当該選挙管理委員会に届

け出た2種類以内のビラ、1万6000枚までが頒布できることになっております。

　当該選挙運動用ビラの作成の印刷費用につきましては、条例で公費負担することが

できることとなっております。選挙公平の観点から、選挙運動用ビラの印刷費用を候

補者にかわり公費で負担できるよう条例の一部を改正しようとするものでございます。
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　次に、改正の内容につきまして説明申し上げます。

　第1条の改正は、当該選挙運動用ビラが公費負担できる根拠条文と、ビラの公費負

担が市長の選挙に限る旨を規定しようとするものです。

　次に、第9条を第12条に3条ずらし、第8条中に引用している条文「第6条後段」

を3条ずらす関係で「第9条後段」に改め、同条を第11条としようとするものです。

　第7条を第10条とし、第6条中に引用している条文「第8条」を「第f1条」に

改め、同条を第9条としようとするものです。

　第5条の次に新たに3条を加えて、第6条では前段で、福生市長の選挙に限り、ビ

ラを第8条で定める作成単価にビラの作成枚数を乗じた金額の範囲内で公費負担でき

る旨の規定を、後段では、第2条ただし書きを準用して、得票数が供託金の没収点以

下の場合、公費負担しない旨を規定しています。

　第7条では、公費負担の適用を受けようとする候補者は、ビラを作成する業者と有

償契約を結び、選挙管理委員会に届け出なければならない旨を規定しています。

　第8条では、公費負担の額及び支払い手続きを規定していまして、第7条で選挙管

理委員会にビラの作成の届け出をした候補者がビラを作成する業者に支払うべき金額

のうち、1枚当たりの作成単価7円30銭を限度に、作成枚数1万6000枚までの

範囲内の枚数を乗じた額、最高で1候補者当たり11万6800円を福生市が候補者

にかわりビラの作成業者の請求に基づき支払う旨を規定しています。

　附則といたしまして、この条例は公布の日から施行いたそうとするものでございま

す。

　なお、選挙運用ビラの大きさは、A4版両面刷りまでで、ビラの表面に頒布責任者

及び印刷者の氏名及び住所を記載することになっております。

　ビラの頒布の方法は、新聞折り込み、選挙事務所内、演説会場内及び街頭演説の場

所での頒布に限られておりまして、頒布の際には選挙管理委員会発行の証紙をビラに

貼付することとなっております。

　ビラ1枚当たりの作成単価7円30銭は、衆議院議員選挙の小選挙区選挙候補者が

頒布できる選挙運動用ビラ1枚当たりの公費負担額単価7円30銭と同額となってお

ります。

　以上、御審議を賜りまして、原案どおり御決定くださいますようお願い申し上げま

して説明とさせていただきます。

○議長（原島貞夫君）　以上で提案理由の説明は終わりました。

　これより本案に対する質疑を行います。

　　　　　　　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　以上で質疑を終わります。

　ただいま議題となっております議案第38号は、総務文教委員会に付託いたします。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（原島貞夫君）　日程第4、議案第39号、福生市都市計画税条例の一部を改

正する条例を議題といたします。
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　本案について提案理由の説明を願います。

　　　　　　　　（市民部長　石川弘君登壇）

○市民部長（石川弘君）　御指名をいただきましたので、議案第39号、福生市都市

計画税条例の一部を改正する条例にっきまして、提案理由並びにその改正内容の御説

明を申し上げます。

　初めに、提案理由でございますが、国では郵政良営化時期を当初案から半年繰り下

げて平成19年10月1日に民営化を行い、郵便局株式会社法等による窓ロネットワ

ーク会社、郵便事業会社、郵便預金会社及び独立行政法人郵便貯金簡易生命保険管理

機構の4事業会社を予定されるとのことでございます。

　これらに先立ちまして、郵政民営化法等の施行に伴う関係法律の整備等に関する法

律が公布されており、さまざまな関連法案の中で、地方税法においても一部改正され

たことに伴いまして、福生市都市計画税条例の一部を改正する条例につきまして提案

させていただくものでございます。

　それでは、本条例の改正内容につきまして御説明申し上げますが、お手元に御配付

の本会議資料新旧対照表を御参照いただきたいと思います。新旧対照表は、左側が改

正案、右側が現行となっております。

　例規集は1046ページから1050ページにかけてでございますが、本条例につ

きましては先般の5月17日の福生市議会臨時会において、福生市都市計画税条例の

一部を改正する条例の専決処分をさせていただきましたが、この専決処分の改正を踏

まえまして、現行の例規集が改定された前提での改正となりますので、あらかじめ御

了承いたただきたいと思います。

　第2条の納税義務者第2項中でございますが、地方税法349条の中で新たに民営

化に伴う郵政関連会社等に対する納税義務者の規定の改正によりそれぞれ各項に項ず

れ等が生じておりますので、条文整備を行うものでございます。

　第38項の追加により、改正前「第36項又は第37項」を改正後「又は第36項

から第38項」に条文整備させていただくものでございます。

　次に、法附則第16項でございますが、例規集では1050ページでございます。

法附則第16項の改正は、法附則第15条に加えられた郵政民営化法によるそれぞれ

の関連会社の中で、郵政持株会社等に対する固定資産税、または都市計画税の課税標

準の特例で、地方税法第349条の2、または第702条第1項の規定にかかわらず、

平成20年度から平成24年度までの各年度分の固定資産税、または都市計画税に限

り当該固定資産にかかわる固定資産税、または都市計画税の課税標準となるべき価格

の2分の1の額とするに改正されたことから、改正前「第47項、第48項、第49

項、第50項、第51項、第52項又は第55項」を改正後「第47項から第52項
まで、第55項若しくは第57項」に改めるもので、第57項は郵便事業株式会社が

所有する資産の課税の特例でございます。

　次の「又は第37項」を「又は第36項から第38項までに」、「若しくは第37項」

を「若しくは第36項から第38項まで」に条文整備をいたそうとするものでござい
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ます。

　なお、新たな第38項は独立行政法人郵便貯金簡易生命保険管理機構が所有する資

産に対する課税の特例が加わったものでございます。したがいまして、本条例の改正

につきましては、郵政民営化に関連する地方税法の一部改正で生じた各項の条文整備

となっているところでございますので、よろしくお願いを申し上げます。

　附則といたしまして、この条例は施行期日を平成19年10月1日といたそうとす

るものでございます。

　以上、福生市都市計画税条例の一部を改正する条例の説明とさせていただきますが、

御審議賜りまして、原案のとおり御決定いただきますようお願いを申し上げます。

○議長（原島貞夫君）　以上で提案理由の説明は終わりました。

　これより本案に対する質疑を行います。

　　　　　　　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　以上で質疑を終わります。

　ただいま議題となっております議案第39号は、総務文教委員会に付託いたします。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（原島貞夫君）　日程第5、議案第40号、福生市国民健康保険条例の一部を

改正する条例を議題といたします。

　本案について提案理由の説明を願います。

　　　　　　　　（市民部長　石川弘君登壇）

○市民部長（石川弘君）　御指名をいただきましたので、議案第40号、福生市国民

健康保険条例の一部を改正する条例につきまして、提案理由並びにその改正内容につ

きまして御説明申し上げます。

　初めに、提案理由でございますが、少子・高齢化が進展する中で、国民皆保険制度

を維持し、将来にわたり持続可能な医療保険制度を構築すべく、国会では医療制度改

革大綱に基づきましてさまざまな医療制度改革関連法案が可決成立し、医療保険等に

つきまして平成18年度から段階的に制度改正が施行されているところでございます。

　このような中で、国民健康保険法の一部を改正する法律により、平成20年4月か

らは3歳未満の乳幼児を対象としていた窓口での一部負担金の軽減措置を就学前まで

に拡大することと、また70歳以上の方の医療機関での窓口での一部負担金の規定の

改正をお願いいたそうとするものでございます。

　それでは、改正の内容について御説明申し上げます。

　例規集は1797ページでございます。

　まず、保険給付のうち一部負担金第5条第1号中「3歳に達する日の属する月の翌

月」を改正後「6歳に達する日の以後の最初の3月31日の翌日」に改めようとする

もので、就学時から70歳未満の方については自己負担を3割といたそうとするもの

でございます。

　次に、同条第2号中「3歳に達する日の属する月」を「6歳に達する日以後の最初

の3月31日」改めようとするもので、就学前まで拡大し、自己負担を2割とするこ
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とを明確に規定しようとするものでございます。

　次の同条第3号は、負担率を「100分の10」を「100分の20」に改めるも

ので、70歳以上は2割負担となるものでございます。

　附則といたしまして、第1項の施行期日を平成20年4月1日とするものでござい

ます。

　第2項の経過措置は、この条例による改正後の福生市国民健康保険条例の規定は、

施行日以後に行われる医療に関する給付を受ける場合について適用し、施行日前に行

われた医療に関する給付を受ける場合については、なお従前の例によるものでござい

ます。

　以上、福生市国民健康保険条例の一部を改正する条例につきましての説明とさせて

いただきますが、御審議賜りまして、原案のとおり御決定いただきますようお願い申

し上げます。

○議長（原島貞夫君）　以上で提案理由の説明は終わりました。

　これより本案に対する質疑を行います。

　　　　　　　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　以上で質疑を終わります。

　ただいま議題となっております議案第40号は、市民厚生委員会に付託いたします。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
○議長（原島貞夫君）　日程第6、議案第41号、福生市国民健康保険税条例の一部

を改正する条例を議題といたします。

　本案について提案理由の説明を願います。

　　　　　　　　（市民部長　石川弘君登壇）

○市民部長（石川弘君）　御指名をいただきましたので、議案第41号、福生市国民

健康保険税条例の一部を改正する条例につきまして、提案理由並びにその改正内容に

つきまして御説明申し上げます。

　本条例につきましては、昨年12月定例会におきまして介護納付金課税額にかかわ

る課税限度額を8万円から9万円に並びに所得割額の税率を0．9％から1％に、均

等割額を7000円から9200円に基本部分の改正をお願い申し上げましたが、今

回追加して低所得者に対する減額の規定及び条文整備をさせていただくところでござ

いますが、本来は昨年の改正時に同時に改正しなければならなかったところでござい

ますが、大変申しわけなく、おわび申し上げる次第でございます。

　なお、国保税につきましては賦課決定し、納税通知書の発送は8月となっておりま

すので、軽減対象者等の皆様には不利益はないところでございますので、大変恐縮で

はございますが、御理解のほどよろしくお願い申し上げます。

　それでは、改正の内容につきまして御説明申し上げます。

　例規集は1806ページから1807ページにかけてでございます。

　お手元に御配付の新旧対照表を御参照いただきます。

　第14条国民健康保険税の減額規定でございますが、アンダーラインの部分が改正

一 242一



箇所でございます。第1項の当該課税限度額「8万円」を「9万円」に改正させてい

ただくものでございます。

　次に、同条第1号のウのうち介護分の均等割額の6割軽減額の現行「4200円」

を、均等割額が9200円となったことから、この6割となることから「5520円」

に改正し、同条第2号ウのうち4割軽減額現行「2800円」を、9200円の4割

となることから「3680円」に改正させていただくものでございます。

　附則といたしまして、第1項はこの条例は公布の日から施行するもので、第2項は

経過措置で、この条例による改正後の福生市国民健康保険税条例の規定は、平成19

年度以後の年度分の国民健康保険税から適用し、平成18年度分までの国民健康保険

税については従前の例によるものでございます。

　以上、福生市国民健康保険税条例の一部を改正する条例につきましての説明とさせ

ていただきますが、御審議賜りまして、原案のとおり御決定いただきますようお願い

を申し上げます。

○議長（原島貞夫君）　以上で提案理由の説明は終わりました。

　これより本案に対する質疑を行います。

014番（青海俊伯君）　委員外議員なものですから、ここで1点だけ確認をさせて

いただきますが、今回の改正でいわゆる6割と4割の部分のところが4200円から

5520円、4割の方が2800円から3680円となりますが、それぞれ4割、6
割減免されている方の人数、影響額というか、影響額はここに出ていますから、人数

はどれぐらいの方が対象になっていますか。お願いできたら、よろしくお願いします。

○市民部長（石川弘君）　対象者でございますが、まず6割の方が1263名、それ

から4割の方が283名となっております。

○議長（原島貞夫君）　ほかにございませんか。

　　　　　　　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　以上で質疑を終わります。

　ただいま議題となっております議案第41号は、市民厚生委員会に付託いたします。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（原島貞夫君）　日程第7、議案第42号、福生市営住宅条例の一部を改正す

る条例を議題といたします。

　本案について提案理由の説明を願います。

　　　　　　　　（総務部長　田辺恒久君登壇）

○総務部長（田辺恒久君）　御指名をいただきましたので、議案第42号、福生市営

住宅条例の一部を改正する条例にっきまして、提案理由並びにその内容につきまして

説明申し上げます。

　例規集は2005ページでございます。

　本条例の提案理由でございますが、第1市営住宅及び第5市営住宅は移転等により

各1棟が返還され、除去したことに伴い、管理戸数を変更するため条例を改正しよう

とするものでございます。
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　それでは、改正内容につきまして説明させていただきます。

　別表第1の改正でございまして；例規集は2019ページになります。別表第1、

第1市営住宅の項、戸数の欄中「11戸」を「10戸」に改め、恐れ入りますが、例

規集は次のページの2020ページをお開きください。同じく別表第1でございまし

て、第5市営住宅の項、戸数の欄、「5戸」を「4戸」へ改めようとするものでござい

ます。

　なお、改正後の木造の市営住宅は38戸となります。

　最後に附則でございますが、本条例は公布の日から施行しようとするものでござい

ます。

　以上、御審議を賜りまして、原案どおり御決定くださいますようお願い申し上げま

して説明とさせていただきます。

○議長（原島貞夫君）　以上で提案理由の説明は終わりました。

　これより本案に対する質疑を行います。

　　　　　　　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　以上で質疑を終わります。

　ただいま議題となっております議案第42号は、総務文教委員会に付託いたします。

　2時5分まで休憩いたします。

　　　　　　午後1時54分　休憩

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　　　　　　午後2時5分　開議

○議長（原島貞夫君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　日程第8、議案第43号、平成19年度福生市一般会計補正予算（第1号）を議題

といたします。

　本案について提案理由の説明を願います。

　　　　　　　　（企画財政部長　野崎隆晴君登壇）

○企画財政部長（野崎隆晴君）　御指名をいただきまして、議案第43号、平成19

年度福生市一般会計補正予算（第1号）につきまして、提案理由並びにその内容につ

いて説明申し上げます。

　今回の補正予算の主な内容といたしましては、歳入歳出それぞれに関連したものと

いたしまして、東福生駅西口自転車用スロープでの転倒事故に対する賠償金、それに

日の出町住民との交流事業でございます「三多摩は一つなり交流事業」及び教育指導

費の調査研究費等にかかる歳入歳出予算の追加並び歳出予算では東京都市収益事業組

合負担金及び拝島駅自由通路等管理負担金の追加などでございます。

　それでは、補正予算書に基づきましてその内容を説明をさせていただきます。

　恐れ入りますが、予算書の1ページをお開きを願いたいと存じます。

　まず、総則でございますが、第1条で既決予算に歳入歳出それぞれに1006万5

000円を追加をいたしまして、歳入歳出予算の総額を225億9306万5000
円と定めようとするものでございます。
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　また、第2項におきましては、歳入歳出予算の補正の款、項の区分及び当該区分ご

との金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第1表歳入歳出予算補正によること

といたしております。

　それでは、内容でございますが、恐れ入りますが、次の2ページ、3ページをお願

いをいたします。

　第1表歳入歳出予算補正につきまして説明申し上げます。

　まず、歳入についてでございますが、第15款都支出金は68万円の追加でござい

ます。主な内容といたしましては、不登校対策にいじめや暴力行為等問題行動対策が

加わったことに伴うスクーリングサポートネットワーク整備事業委託金の追加並びに

小学校5年生、6年生の理科の授業に際し観察、実験等の補助を行うための支援員を

配置することに伴う理科支援員配置事業委託金の追加でございます。委託金はいずれ

も歳出事業経費の100％相当額でございます。

　次の第18款の繰入金782万7000円の追加は、老人保健医療特別会計繰入金

でございまして、平成18年度の医療費の確定に伴う市負担分の清算返還金でござい

ます。

　次に、第20款の諸収入の155万8000円の追加につきましては、自動車事故

等損害保険金並びに三多摩は一っなり交流事業補助金の追加で、この二つの事業も歳

入歳出イコールの事業でございます。

　自動車事故等損害保険金は、昨年12月に東福生駅西口自転車用移動用スロープ上

での転倒事故で、市民が右手首を骨折したことに対する損害賠償保険金収入でござい

ます。

　三多摩は一つなり交流事業補助金は、東京たま広域資源循環組合からの補助金で、

本年11月に日の出町住民の皆さん45名を市民会館主催事業「コロッケ公演」に招

待いたそうとする経費への補助金でございます。

　以上が歳入の補正内容でございます。

　続きまして、3ページの歳出につきまして説明を申し上げます。

　第2款総務費は1644万9000円の追加でございまして、このうち第1項総務

管理費は1676万円の追加でございます。内訳といたしまして、先ほど歳入のとこ

ろで説明を申し上げましたが、自転車事故等損害保険金による東福生駅西口自転車移

動用スロープ上での転倒事故による損害賠償金の追加、それと東京都市収益事業組合

負担金の追加でございます。

　東京都市収益事業組合負担金につきましては、平成19年度の組合運営に対する負

担金で、18年度をもって競輪事業を撤退するに当たり、その清算事務を行うための

経費を構成市8団体で暫定措置として8分の1ずつ均等に負担いたそうとするもので

ございまして、組合運営経費の内訳は、人件費等の運営事務費ほか「サテライト水戸」

の投票機器撤去費等でございます。

　次に、第4款衛生費につきましては、これも歳入で説明いたしましたが、補助金に

よる三多摩は一つなり交流事業費28万6000円の追加でございます。
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　続きまして、第8款土木費は308万5000円の追加でございます。これは8月

からの拝島駅自由通路の暫定使用に伴い維持管理費が必要となることによる拝島駅自

由通路等管理費負担金の追加でございます。昭島市との負担割合は7対3で、維持管

理に必要な清掃委託料、上下水道料等の経費から広告収入見込額を差し引いた額の3

割相当分でございます。

　次に、第10款教育費の99万1000円の追加は、これも先ほど歳入のところで

説明申し上げました東京都からの委託金によるスクーリングサポートネットワーク整

備事業調査委託費と、理科支援員配置事業費の追加でございます。

　次の第13款予備費にっきましては、財源調整による1074万6000円の減額

でございます。

　一般会計の補正内容は以上でございまして、補正額の合計1006万5000円の

追加によりまして総額225億9306万5000円といたそうとするものでござい
ます。

　以上、議案第43号、平成19年度福生市一般会計補正予算（第1号）につきまし

て、提案理由並びにその内容の説明とさせていただきます。

　御審議を賜りまして、原案どおり御決定くださいますようお願い申し上げまして説

明とさせていただきます。

○議長（原島貞夫君）　以上で提案理由の説明は終わりました。

　これより本案に対する質疑を行います。

　　　　　　　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　以上で質疑を終わります。

　ただいま議題となっております議案第43号は、総務文教、建設環境委員会に付託

いたします。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
○議長（原島貞夫君）　日程第9、議案第44号、平成19年度福生市老人保健医療

特別会計補正予算（第1号）を議題といたします。

　本案について提案理由の説明を願います。

　　　　　　　　（市民部長　石川弘君登壇）

○市民部長（石川弘君）　御指名をいただきましたので、議案第44号、平成19年

度福生市老人保健医療特別会計補正予算（第1号）につきまして、提案理由並びにそ

の内容につきまして御説明申し上げます。

　今回の補正予算につきましては、平成18年度分の老人医療費の確定に伴いまして、

歳入では国庫支出金、繰越金の追加、歳出では諸支出金の償還金及び一般会計への繰

出金の追加をいたしまして、それぞれ既に受け入れをしております収入額及び医療費

の確定によります実績額との過不足の清算を行うため補正予算をお願いするものでご

ざいます。

　それでは、補正予算書の内容につきまして御説明申し上げます。

　補正予算書の27ページをお開き願います。

一 246一



　　　　　　‘
　総則でございますが、第1条第1項では歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3

594万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ30億5476万60

00円と定め、第2項では補正後の歳入歳出の区分及び金額は第1表歳入歳出予算補

正によるものでございます。

　続きまして、予算書の28ページをお開き願います。

　第1表歳入歳出予算補正の歳入でございますが、第1款第1項支払基金交付金の2

000円の減額は、当初予算において医療費交付金及び審査支払手数料交付金の過年

度清算分として科目存置しておりましたので、これらを減額いたそうとするものでご

ざいます。

　次に、第2款国庫支出金第1項国庫負担金1720万4000円の追加は、過年度
分の医療費負担金の清算分でございます。

　次に、第3款都支出金第1項都負担金は、医療費負担金清算分として過年度分の科

目存置1000円を減額させていただくものでございます。

　次に、第5款第1項繰越金1873万9000円の追加は、18年度会計における
歳入歳出決算額の差し引きによる前年度繰越金でございます。

　以上、歳入合計といたしまして3594万円を追加いたしまして、歳入予算総額を

30億5476万6000円といたそうとするものでございます。
　次に、29ページをお開き願います。

　歳出につきまして御説明申し上げます。

　第2款諸支出金第1項償還金及び還付金は、2811万7000円の追加は、平成

18年度分の医療費の確定に伴う国庫支出金清算返還金1000円の科目存置の減額、

都支出金及び支払基金での清算返還金として2793万8000円の追加でございま
す。

　第2項他会計繰出金では782万7000円の追加は、18年度中における一般会

計からの繰入金の清算に伴う返還を行うものでございます。

　次の第3款第1項予備費4000円の減額は、各科目等の増減額に伴う財源調整な

どでございます。

　以上、歳出合計といたしまして3594万円を追加いたしまして、歳出予算総額を

30億5476万6000円といたそうとするものでございます。
　以上でございますが、御審議賜りまして、原案のとおり御決定いただきますようお

願い申し上げまして説明とさせていただきます。

○議長（原島貞夫君）　以上で提案理由の説明は終わりました。

　これより本案に対する質疑を行います。

　　　　　　　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　以上で質疑を終わります。

　ただいま議題となっております議案第44号は、市民厚生委員会に付託いたします。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（原島貞夫君）　日程第10、議案第45号、平成19年度福生市下水道事業

一 247一



会計補正予算（第1号）を議題といたします。

　本案について提案理由の説明を願います。

　　　　　　　　（都市建設部長　清水喜久夫君登壇）

○都市建設部長（清水喜久夫君）　御指名をいただきましたので、議案第45号、平

成19年度福生市下水道事業会計補正予算（第1号）につきまして、提案理由並びに

その内容にっきまして御説明させていただきます。

　今回の補正予算は、歳入では高金利対策による公営企業借換債の追加、また歳出に

おきましては公債費で公営企業借換債に伴います元金償還費の追加等をお願いしよう

とするものでございます。また、あわせまして地方債の追加をお願いしようとするも

のでございます。

　それでは、補正予算書の内容について御説明させていただきます。

　恐れ入りますが、補正予算書の47ページをお開きいただきたいと思います。

　まず、総則でございますが、第1条で歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2億

280万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ20億7543万円と

定めようとするものでございます。

　次に、第2項におきましては歳入歳出予算の補正の款、項の区分及び当該区分ごと

の金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第1表歳入歳出予算補正によることと

いたしております。

　第2条の地方債の補正につきましては、後ほど第2表地方債の補正のところで御説

明させていただきます。

　恐れ入りますが、48ページをお開きいただきたいと思います。

　歳入でございますが、第8款市債第1項市債は2億280万円の追加で、平成18

年度に続き平成19年度地方債計画においても臨時特例措置として利率7．0％以上

の公営企業金融公庫資金にかかる一定の公営企業債について、高金利対策として公営

企業借換債が発行できることとなりました。

　しかし、昨年度は起債同意予定額の通知があった後に補正をお願いいたしましたが、

今年度は借換時期が7月末から8月末であり、東京都からの公営企業借換債にかかる

起債同意予定額もまだ通知がきておりませんことから、借換要件等の条件に合う総額

を補正させていただいております。

　なお、起債同意額などは確定いたしましたら再度補正予算をお願いしたいと考えて

おるところでございます。

　以上、歳入の補正額は2億280万円の追加で、歳入総額は20億7543万円と

いたそうとするものでございます。

　次に、49ページの歳出でございますが、第3款公債費第1項公債費は2億291

万4000円の追加でございます。内容につきましては、先ほど歳入の市債のところ

で説明いたしました公営企業借換債に伴う元金で、公共下水道事業債と流域下水道事

業債の元年償還費の追加をいたそうとするものでございます。

　なお、公営企業債借換に伴います利子等の清算にっきましては、借換時期、借入利
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率等現段階では未確定でございますので、確定いたしましたら補正予算をお願いいた

そうとするものでございます。

　次に、第4款予備費は11万4000円の減額で、財源調整によるものでございま
す。

　以上、歳出の補正額は2億280万円の追加で、歳出総額は20億7543万円と
いたそうとするものでございます。

　恐れ入りますが、50ページをお開きいただきたいと思います。

　第2表の地方債の補正でございますが、公営企業借換債として限度額を2億280

万円と定め、追加しようとするものでございます。起債の方法、利率、償還の方法に

つきましては補正前と同様でございます。

　なお、この借りかえによる影響でございますが、この補正予算の御議決後、借りか

え申請をいたす予定でございますが、それを踏まえまして利率2．5％で推計いたし

ますと、今後6年間で1885万円の減額となり、平成19年度では470万円の減
になると推計し1たしておりますが、この推計値は今後起債同意予定額によっては額も

変動いたしますことを御承知おきいただきたいと思います。

　以上、議案第45号の説明とさせていただきます。

　御審議を賜りまして、原案どおり御決定くださいますようお願い申し上げまして説

明とさせていただきます。

○議長（原島貞夫君）　以上で提案理由の説明は終わりました。

　これより本案に対する質疑を行います。

020番（小野沢久君）　今の清水部長の説明で、7％以上のものの借りかえという

説明だったと思うのですが、それがこの2億200万円なのですか。ほかにまだ7％

以上というのはあるのですか。それとあるいは、これで7％が全部終わって、その次

5％以上の起債というのはどのくらいありますか。わかるところで結構です。

○都市建設部長（清水喜久夫君）　今回の借換債につきましては、要件がございまし

て、この要件を満たしているものにっきまして、公共下水道事業におきまして2件、

それから流域下水道事業におきまして2件、これは残存年限等の要件がございますが、

あと残りの7％以上のものにつきましては、公共下水道事業債で3件ございます。° 流

域下水道事業債で同じく3件ございまして、7．20から7．40の問に位置されて

おりますのは公共下水道事業債で、流域下水道事業債につきましても7．20から7．

40の問に含まれておりますが、残存年限等対象になっておりませんので、今回のと

ころには入っていないということでございます。

020番（小野沢久君）　7．2％とか7．4％、とてつもない、全く返したくても

受け取ってくれないのだから始末が悪いよね。困ったものだわ。

　それで、そうすると、今言った公共と流域で3件、3件でどのくらいの額になるの。

額で、残っている額。

○議長（原島貞夫君）　暫時休憩いたします。

　　　　　　午後2時27分　休憩
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　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　　　　　　午後2時29分　開議

○議長（原島貞夫君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

○都市建設部長（清水喜久夫君）　大変貴重な時間を失礼いたしました。

　総体で先ほどの件数、合計いたしますと16億7073万円でございますが、それ

から2億280万円、今回返還の予定ですが、先ほど申し上げましたように、まだ東

京都からの起債の同意予定額がきておりませんので、この額が借りられたとした場合、

残りは14億6800万円ほどになろうかと思います。

020番（小野沢久君）　わかりました。14億円の金利が7％を超して、幾らにな

るのかとてつもない金額なのだけれども、これは我が議会でどう頑張ってもどうなる

ものでもないのですけれども、そういうことできちんとある面では情報公開しなくて

はいけない部分だと思うので、委員会の方で審議されると思いますので、それ相当の

データをつくって、わかりやすい審議ができるようにしていただければなと、私が委

員ではないものですから、余計なことなのですけれども、お願いいたします。

○議長（原島貞夫君）　ほかにございませんか。

　　　　　　　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　以上で質疑を終わります。

　ただいま議題となっております議案第45号は、建設環境委員会に付託いたします。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
○議長（原島貞夫君）　日程第11、議案第46号、昭島市の公の施設の設置に関す

る協議についてを議題といたします。

　本案について提案理由の説明を願います。

　　　　　　　　　（都市建設部長　清水喜久夫君登壇）

○都市建設部長（清水喜久夫君）　御指名をいただきましたので、議案第46号、昭

島市の公の施設の設置に関する協議について説明させていただきます。

　昨年の12月議会以来、大変御心配をおかけしておりましたが、一定の方向性が出

ましたので、ここで説明をさせていただきます。

　今回お諮りいたしますのは、拝島駅自由通路整備事業に伴い、拝島駅自由通路が昭

島市と福生市の両市にまたがる施設でありますが、この施設を昭島市の公の施設とし

て区域外設置することについて、地方自治法第244条の3第1項の規定に基づきま

して昭島市から福生市に協議がございましたので、地方自治法第244条の3第3項

の規定に基づき議決をお願いするものでございます。

　拝島駅自由通路は、平成21年2月に完成予定でございますが、平成19年8月に

はJR、西武の橋上駅舎が完成し、自由通路にっきましては一部未完成ながら暫定使

用開始をするため、平成19年8月から自由通路の維持管理が必要になりますことか

ら、自由通路の設置及び管理等にっいて昭島市と協議を重ねてまいりました。

　当初は、自由通路は両市にまたがる施設でありますことから、両市で共有の施設と

して設置しようとして協議してまいりましたが、総務省等との協議の中で、地方自治
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法では公の施設の共有は想定していないということで、共有できないとの見解が出さ

れまして、それぞれの市が個別設置するか、どちらかの市が設置するか協議してまい

りました。

　結果として、自由通路がそれぞれの市域に占める割合は昭島市分が全体の約96％

を占めておりまして、福生市分は約4％でございますことから、福生市分の約4％を

昭島市の施設として区域外設置をいたしまして、自由通路の維持管理につきまして昭

島市にすべてお願いしていくということで両市での協議が整ったところでございます。

　公の施設の名称でございますが、拝島駅自由通路でございまして、設置場所は、昭

島市の区域が昭島市松原町四丁目3840番地イー3ほかで、福生市の区域は福生市

大字熊川字武蔵野1697番2のほかでございます。

　別紙資料に自由通路の昭島市と福生市との行政界の位置関係の図面を添付してござ

いますので、御参照いただきたいと思います。

　設置の目的でございますが、歩行者の安全確保と利便性の向上を図り、地域間の交

流の促進と地域社会の活性化に資するために設置を恥たそう’とするものでございます。

　経費の負担でございますが、自由通路の維持管理に要する経費は両市で負担いたし

ますが、負担割合につきましては固定資産税の課税割合を考慮し、橋上駅舎が両市の

市域に設置される面積割合を基本として、昭島市が7割負担、福生市が3割負担とさ

せていただこうと考えております。

　この維持管理費の経費にっきましては、先ほど御審議いただきました本定例会の議

案第43号、平成19年度福生市一腹会計補正予算（第1号）に上程させていただい

ておりますので、よろしくお願いいたします。

　なお、維持管理にかかわる事務費の負担割合については、両市でまだ協議中でござ

います。大変申しわけございません。

　また、熊川・松原線歩道橋改良事業促進協議会が先月の5月25日に開催されまし

て、ただいま説明いたしました内容につきまして御協議をいただいて、御確認をいた

だいたことをここで御報告させていただきます。

　以上でございますが、御審議を賜りまして、原案どおり御決定くださいますようお

願い申し上げまして説明とさせていただきます。

○議長（原島貞夫君）　以上で提案理由の説明は終わりました。

　これより本案に対する質疑を行います。

　　　　　　　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　以上で質疑を終わります。

　ただいま議題となっております議案第46号は、建設環境委員会に付託いたします。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（原島貞夫君）　日程第12、議案第47号、損害賠償額の決定についてを議

題といたします。

　本案について提案理由の説明を願います。

　　　　　　　　（総務部長　田辺恒久君登壇）
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○総務部長（田辺恒久君）　御指名をいただきましたので、議案第47号、損害賠償

額の決定につきまして、提案理由並びにその内容にっきましで説明申し上げます。

提案理由でございますが、JR東福生駅西口歩道内自転車用スロープ上における転

倒事故による損害を賠償するため、その賠償額の決定をお願いいたすものでございま

す。

　内容でございますが、損害賠償の額は127万1502円でございます。損害賠償

の相手方は、福生市大字福生912番地1メゾンエリゼ302号室にお住まいの金蓮

子さんでございます。

　事故の概要でございますが、平成18年11月25日午前6時ごろ、金さんは福生

市武蔵野台一丁目1番地JR東福生駅西口歩道内自転車用スロープ上において転倒し、

右手を負傷いたしました。

　この事故は放置自転車が歩道をふさいでいたため歩道を利用することができず、自

転車用スロープの利用を余儀なくされたために生じたものでございます。

　恐れ入りますが、東福生駅前転倒事故賠償額内訳の資料をごらんいただきたいと存

じます。医療費につきましては、それぞれの病院等の支払いで22万4270円、慰

謝料は自動車賠償責任保険の1日の基準額が4200円でございまして、43日分で

18万600円、休業補償費は本人が役員扱いとなっているために休業補償はできま

せんが、本人のかわりに従業員を雇用した分として1日8333円、104日分で8

6万6632円、合計で127万1502円でございます。
　以上、御審議を賜りまして、原案どおり御決定くださるようお願い申し上げまして

説明とさせていただきます。

○議長（原島貞夫君）　以上で提案理由の説明は終わりました。

　これより本案に対する質疑を行います。

　　　　　　　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　以上で質疑を終わります。

　ただいま議題となっております議案第47号は、総務文教委員会に付託いたします。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
○議長（原島貞夫君）　日程第13、議案第48号、福生市表彰条例に基づく自治功

労表彰についてを議題といたします。

　本案について提案理由の説明を願います。

　　　　　　　　　（副市長　高橋保雄君登壇）

○副市長（高橋保雄君）　御指名をいただきましたので、議案第48号、福生市表彰

条例に基づく自治功労表彰につきまして御説明を申し上げます。

　本案件は、市議会議員として28年の長きにわたり市の発展に貢献をされました福

生市武蔵野台一丁目3番地7サンハイツF－4、遠藤洋一氏を福生市表彰条例第3条

第1項第2号の該当者として自治功労表彰いたすため、議会の御議決を賜りたく御提

案を申し上げた次第でございます。

　御審議を賜りまして、原案のとおり御決定くださいますようお願いを申し上げまし
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て説明とさせていただきます。

○議長（原島貞夫君）　以上で説明は終わりました。

　これより本案に対する質疑を行います。

　　　　　　　　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　以上で質疑を終わります。

　だだいま議題となっております議案第48号は、委員会の付託を省略することに御

異議ありませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　御異議なしと認めます。よって、議案第48号は委員会の付

託を省略することに決定いたしました。

　これより議案第48号について採決いたします。

　お諮りいたします。

　本案は、原案のとおり同意することに御異議ありませんか。

　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　御異議なしと認めます。よって、議案第48号は原案のとお

り同意されました。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（原島貞夫君）　日程第14、議案第49号、福生市表彰条例に基づく自治功

労表彰についてを議題といたします。

　本案について提案理由の説明を願います。

　　　　　　　　（副市長　高橋保雄君登壇）

○副市長（高橋保雄君）　御指名をいただきましたので、議案第49号、福生市表彰

条例に基づく自治功労表彰につきまして御説明を申し上げます。

　本案件は、市議会議員として12年の長きにわたり市の発展に貢献をされました福

生市大字熊川190番地、石川和夫氏を福生市表彰条例第3条第1項第2号の該当者

として自治功労表彰いたすため、議会の御議決を賜りたく御提案を申し上げた次第で

ございます。

　御審議を賜りまして、原案のとおり御決定くださいますようお願いを申し上げまし

て説明とさせていただきます。

○議長（原島貞夫君）　以上で説明は終わりました。

　これより本案に対する質疑を行います。

　　　　　　　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　以上で質疑を終わります。

　だだいま議題となっております議案第49号は、委員会の付託を省略することに御

異議ありませんか。

　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　御異議なしと認めます。・よって、議案第49号は委員会の付

託を省略することに決定いたしました。
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　これより議案第49号について採決いたします。

　お諮りいたします。

　本案は、原案のとおり同意することに御異議ありませんか。

　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　御異議なしと認めます。よって、議案第49号は原案のとお

り同意されました。・

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（原島貞夫君）　日程第15、議案第50号、福生市表彰条例に基づく自治功

労表彰についてを議題といたします。

　本案について提案理由の説明を願います。

　　　　　　　　（副市長　高橋保雄君登壇）

○副市長（高橋保雄君）　御指名をいただきましたので、議案第50号、福生市表彰

条例に基づく自治功労表彰につきまして御説明を申し上げます。

　本案件は、市議会議員として12年の長きにわたり市の発展に貢献をされました福

生市牛浜4番地、清水信作氏を福生市表彰条例第3条第1項第2号の該当者として自

治功労表彰いたすため、議会の御議決を賜りたく御提案を申し上げた次第でございま

す。

　御審議を賜りまして、原案のとおり御決定くださいますようお願いを申し上げまし

て説明とさせていただきます。

○議長（原島貞夫君）　以上で説明は終わりました。

　これより本案に対する質疑を行います。

　　　　　　　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　以上で質疑を終わります。

　だだいま議題となっております議案第50号は、委員会の付託を省略することに御

異議ありませんか。

　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　御異議なしと認めます。よって、議案第50号は委員会の付

託を省略することに決定いたしました。

　これより議案第50号について採決いたします。

　お諮りいたします。

　本案は、原案のとおり同意することに御異議ありませんか。

　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　御異議なしと認めます。よって、議案第50号は原案のとお

り同意されました。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（原島貞夫君）　日程第16、議案第51号、福生市表彰条例に基づく一般表

彰についてを議題といたします。

　本案について提案理由の説明を求めます。
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　　　　　　　　　（副市長　高橋保雄君登壇）

○副市長（高橋保雄君）　御指名をいただきましたので、議案第51号、福生市表彰

条例に基づく一般表彰につきまして御説明を申し上げます。

　本案件は、福生市表彰条例第4条第1号に該当いたすものが18件、同条第3号に

該当いたすものが1件でございまして、福生市表彰審査委員会にお諮りし、その答申

をいただきましたので、一般表彰いたすため議会の御議決を賜りたく御提案を申し上

げた次第でございます。

　それでは、順次説明をさせていたたきます。

　初めに、福生市表彰条例第4条第1号といたしまして、市議会議員として多年にわ

たり市の行政に貢献されました福生市大字熊川1651番地、前田正蔵氏。同じく福

生市本町91番地、中森富久氏。次に、農業委員会委員として多年にわたり市の行政

に貢献されました福生市大字熊川19番地、野島義久氏。’ なお、野島氏におかれまし

ては御不幸にして平成1・9年3月30日にお亡くなりになっております。次に、町会

長等として多年にわたり市の行政に貢献されました福生市加美平一丁目六番地6、小

峰幸雄氏。同じく福生市大字福生947番地21、金子茂行氏。同じく福生市大字福

生1030番地、村尾幸男氏。同じく福生市武蔵野台一丁目20番地18、青木健氏。

同じく福生市大字福生2169番地18、柳川英司氏。同じく福生市大字福生572

番地、笹本和一氏。次に、交通安全推進委員会委員として多年にわたり市の行政に貢

献をされました福生市志茂109番地、清水清氏。次に、情報公開審査会委員及び個

人情報保護審議会委員として多年にわたり市の行政に貢献をされました国立市富士見

台1丁目7番地1－12－409、大場勝男氏。次に、保護司として多年にわたり市

の行政に貢献をされました福生市武蔵野台」丁目18番地35、小川由利子氏。次に、

民生委員推薦会委員及び町会長等として多年にわたり市の行政に貢献をされました福

生市志茂64番地、濱垣壽一郎氏。次に、消防団員として多年にわたり消防行政に貢

献をされた方で、現在もなお御活躍されている方々でございまして、福生市武蔵野台

二丁目17番地1都営武蔵野台3－103、細谷幸史氏。同じく福生市牛浜30番地、

高橋晃司氏。同じく福生市加美平三丁目23番地8、清水靖弘氏。同じく福生市大字

熊川476番地4中西レジデンス108号室、松本栄作氏。同じく福生市大字熊川1

659番地4、五味英明氏。

　次に、表彰条例第4条第3号に該当いたすものでございまして、杉並区善福寺2丁

目23番25号、林義雄氏でございますが、教育行政の重要性を深く認識され、文化

財保全用地として土地を寄附した行為に対しまして表彰しようとするものでございま

す。

　以上、福生市表彰条例第4条第1号及び第3号の該当者として一般表彰いたすため、

議会の御議決を賜りたく御提案申し上げた次第でございます。

　御審議を賜りまして、原案のとおり御決定くださいますようお願い申し上げまして

説明とさせていただきます。

○議長（原島貞夫君）　以上で説明は終わりました。
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　これより本案に対する質疑を行います。

　　　　　　　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　以上で質疑を終わります。
’だだいま議題となっております議案第51号は、委員会の付託を省略することに御

異議ありませんか。

　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　御異議なしと認めます。よって、議案第51号は委員会の付

託を省略することに決定いたしました。

　これより議案第51号について採決いたします。

　お諮りいたします。

　本案は、原案のとおり同意することに御異議ありませんか。

　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　御異議なしと認めます。よって、議案第51号は原案のとお

り同意されました。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
○議長（原島貞夫君）　日程第17、議案第52号、福生市教育委員会委員の任命に

ついてを議題といたします。

　本案について提案理由の説明を願います。

　　　　　　　　（市長　野澤久人君登壇）

○市長（野澤久人君）　御指名をいただきましたので、議案第52号、福生市教育委

員会委員の任命にっきまして提案理由の説明を申し上げます。

　福生市教育委員会委員のうち、平野裕子委員が平成19年6月15日をもちまして

任期満了となります。平野委員は平成15年6月に教育委員会委員に就任以来、豊富

な知識と経験を生かされ熱心に教育行政の推進に御尽力をいただいております。

　ここで1期目の任期が満了となりますが、私といたしましては引き続き教育委員会

委員としては平野委員に御活躍をいただきたいと思っておりますので、議会の御同意

をいただきたく本議案を提案申し上げた次第でございます。

　履歴につきましては、お手元の議案書に添付してございますので、御高覧いただき

たいと存じます。

　なお、履歴にもございますが、政党の所属はございません。

　御審議をいただきまして、御同意くださいますようお願い申し上げ、提案理由の説

明とさせていただきます。

○議長（原島貞夫君）　以上で提案理由の説明は終わりました。

　これより本案に対する質疑を行います。

　　　　　　　　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　以上で質疑を終わります。

　だだいま議題となっております議案第52号は、委員会の付託を省略することに御

異議ありませんか。
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　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　御異議なしと認めます。よって、議案第52号は委員会の付

託を省略することに決定いたしました。

　これより議案第52号について採決いたします。

　お諮りいたします。

　本案は、原案のとおり同意することに御異議ありませんか。

　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　御異議なしと認めます。よって、議案第52号は原案のとお

り同意されました。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（原島貞夫君）　日程第18、陳情第19－1号、「駐留軍関係離職者等臨時措

置法」の延長に関する陳情書を議題といたします。

　陳情第19－1号については、市民厚生委員会に付託いたします。

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
○議長（原島貞夫君）　以上をもって本日の日程は全部終了いたしました。

　お諮りいたします。

　委員会審査のため明9日から21日までの13日間、休会とすることに御異議あり

ませんか。

　　　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（原島貞夫君）　御異議なしと認めます。よって、明9日から21日までの1

3日間、休会とすることに決定いたしました。

　なお、次回本会議は6月22日午前10時より開きます。

　本日はこれをもって散会いたします。

　　　　　　午後2時55分　散会
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福総総発第58号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年6月5日

　福生市議会議長

　　　原　島　貞　夫　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　福生市長野澤久人圃

　　　　　　　　　　　　追加議案の送付について

　平成19年第2回福生市議会定例会に提案するため、次の議案を追加して送付しま

す。

1　議案第52号　福生市教育委員会委員の任命について





議案第52号

　　　福生市教育委員会委員の任命について

　上記の議案を提出する。

　　平成19年6月5日

　　　　　　　　　　　　　　　　　福生市長野澤久人

　　　福生市教育委員会委員の任命について

　次の者を福生市教育委員会委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律（昭和31年法律第162号）第4条第1項の規定により、議会

の同意を求める。

乳住　所福生市大字熊川989番地29

2　氏　　名　平　野　裕　子

3　生年月日　昭和25年5月10日





（資料）

履 歴 書

住　　所

氏　　名

生年月日

学　　歴

公職歴

団体歴

職　　歴

所属政党

東京都福生市大字熊川989番地29

平野裕子
昭和25年5月10日

昭和46年3月

平成6年1月～現在

平成6年1月～現在

平成6年1月～現在

平成11年4月～現在

平成12年10月～平成15年3月

平成13年4月～平成19年3月

平成13年4月～現在

平成13年5月～平成13年8月

平成13年6月～現在

平成15年6月～現在

昭和61年4月～昭和62年3月

昭和46年4月～昭和49年10月

なし

青山学院女子短期大学国文学科卒業

民生委員・児童委員（主任児童委員）

福生市社会福祉協力委員

社会福祉活動推進委員

警視庁委嘱少年補導員

福生市立福生第一中学校学校評議員

東京都薬物乱用防止指導員

少年を守る環境浄化推進委員

福生市公立学校教科用図書選定協議会委員

福生市青少年問題協議会委員

福生市教育委員会委員

私立牛浜幼稚園父母の会会長

ヤマハ音楽教室幼児科講師

上記のとおり相違ありません。

　平成19年5月10日

氏名　平野裕子　㊥




